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随想

笛 は吹け ど も

松沢春雄

陽春の 4月，世はまさに花ざかりだというの

に，いまごろ寒いじぶんの話をもちだしてみで

もあまり実感はよびますまいが，いやその円は

かぜぎみでもあったせいかまったく寒い日でし

た。日曜日でしたが朝からこがらしのような風

がふきつずけていて，そとへでるのもおっくう

なくらいでしたから丹前にくつろいで，じっと

こたつのやぐらをにぎりしめたまま劇場中継の

テレビに見いっていたのです。

ひるすぎの 21侍ごろだったでしょうか，とつ

ぜん戸外からラウドスピーカーをとおしてのた

くましい声が秋の火災予防運動をつたえてきて

3時からH中学の校庭でモギ火災と消火の実演

をするのでさそいあって見にきてほしいという

意味のことを何度もくりかえし，やがて遠ざか

って行くのでした。

これは窓から首をだしてみるまでもなく， H

消防署の宣伝カーでしたが，この寒ぞらに， し

かも日曜日に，お役｜司がらとはし、し、ながらほん

とうにごくろうさまなことだと！事じまして，さ

っそく女房をうながし，Ji!,学に山かけることと

しました。もちろん，丹j)[Jの才？ながしでは11'1し

わけないと考えて，ヅボンにセーター，げたぱ

きというかっこう でH中常の校庭へとむかつた

わけでした。

実のところ3 わたしはそギ火災がどのような

ものであるか， また消火の実演がどのように行

われるかぐらいのことはよく知っていたのです

が，善良な市民でありたいという念願と PRの

仕方を見学したいという立欲がありましたので

寒さをがまんして出てみたのです。

あまり大きくもない校庭のほぼまんなかには

古いりんご箱を 4段くらいに積みかさねたもの

- 2 -

やたたみ 1枚 くらいの鉄1疫製のパットが用意さ

*ll5メートルほどはなれたところには，小さな

ドラムかんや干7納かんなどとともに赤くいろど

られた各純の消火釈が幣然、とならべられてあっ

てその後方には消防署の「l動車や小型トラック

などが停車し，それらの聞をぬうようにして制

服の職員たちがかいがいしく実演や移動展の準

｛精をしていました。

わたしは，そうした準備や配情などのことも

見ておきたかったので，3時すこしまえに会場

へきていたわけですが，会場をとりまいている

人かげのほとんどはこどもばかり，定刻を30分

ほど過ぎてもまだおとなのすがたはまばらでし

た。10人もいなかったでしょう。これでぽ実演

する側として気ぬけがしわすまいかと心配やら

気のどくでなりませんでしたが， しかしこんな

ことにはなれっこになっているせいか， i隊員た

ちは少しも態度をかえず，指揮字；の指図にした

がって部署につきました。

やがて，いくら制してもきかないこどもたち

のいたずらやざわめきをふりきるように，さえ

ぎるように，ひときわ大きいスピーカーの声が

実演開始を空し，つずいてその・j;：前説明をもの

なれた調子でするのでした。

「それでは，りんご箱の山にカソリンがそそ

がれます。こどもさん，もう 2メートルほどさ

がってくださし、。さあ火をつけます。」

こどもたちは，かたずをのんでもえさかるほ

のおを見まもっていましたが，やがてたった 1

本の軽便消火事；によってなんなく消しとめた主

演をまのあたりにして，あちこちに驚明のささ

やきがかわされました。

そのあと，もえのこったりんご箱を利用しで

もう一度同じ実演をこどもの有志にやらせ，つ

ぎは鉄板製の大きなパットへなみなみそそいだ

ガソリンに点火し， n水では消えない実演と化

学消火器の威力を示す実験をして見せておりま

しfこ。

この間，スピーカーから流れてくる声は，た

えず適切な説明をし，ときにはユーモアをまじ

えて上手にはこび，こんなわずかなおとなやこ

ども相手だけではもったし、ないくらいでした。



実演がおわると，おとなもこども もそれぞれ

の庁向へ散って行き，職員たちは後かたづけに

おおわらわでした。何しろときどき吹きまくる

風が砂けむりを立てて日がし、たむほどだったの

です。それでもわたしは，せっかくの移動展を

一巡してみました。そこには火災統計をわかり

やすく示したものや，石油こんろの正しい使い

ブjなど，市民にとってぜひとも凡ておくべき資

料がたくさん盛られていたのですが，どうやら

興味をよぶことができなかったようです。

この口のデモンストレーシヨンはまぎれもな

く不いりにおわったわけですが，いくらうそ寒

い風の吹く日ではあったにせよ，せっかくの火

災予防運動期間のこ とではあり ，あれほどこの

かいわい一帯にくりかえし呼びかけてきたので

すから，主人公や主婦たちがもう少し集ってき

てもよさそうなものだと思lい，スピーカーをか

りで「し、ったい誰のための防火運動か，知って

いるのか。」とどなってやりたいくらい腹が以

っそしょうがありませんでした。

近年，年とともに刑Jmの一途をたどっている

u：火件数，わけでも多い件宅火災，大都会ほど

川火ネが高いという傾向， その他火災の実態は

われわれの H常生前において最も件成しなけれ

ばならない要素をたくさんはらんでおりますの

に，文’Fどおり刈；rの火災視している感覚は一

体どういうことなのでしょう。たいていの人は

多かれ少なかれfl：宅般の芦い体験者であるはず

ですし，今fl1'tへい（111i値のひくいことも承知｜し

ているはずですのに，大胆というのでしょうか

どん感というのでしょうか，それとホ無7、:nとい

うのでしょうかの

つね円ごろ，わたしは新聞の社会欄で最も注

立して読むのは傷zit')1：放と火災の記・JIですが，

－昨年あたりからの印象として，妙に建物火災

における焼死者の多いことが気になって仕方が

ありませんでした。事実，統計の I：でも昭和34年

の火災による死おは655人で，前年よりも12.3%

も増加しているようですし，死者の84.9%は火

災当時案内にいた月となっておりますが，して

みると世間にはよっぽど危険なところに寝泊り

している人が多いものと見えます。それがおと

なであるとすれば命知らずですし，こどもや病

人だとすればずいぶん無疋任な家長だと思いま

す。出火原因からみても，そのほとんどが失火

であるという事実は，一般人の聞に，いかに火

災予防の知識が足りないか，またいかに防火思

想に欠けているかということを物語っているよ

うです。現に，出火原閃の筆頭である各穂のこ

んろ，わけても石油こんろの脅及は，それにと

もなって灯油，ガソリン，メタノールなどの危

険物を多くの家庭に持ちこんできているわけで

すが，これらに対する取扱や貯蔵の上の安全知

識がどれだけ周知されていることでしょ うか。

どうしてこんな大事な知識を積極的に学びとろ

うとしないのでしょうか。まったくわかりませ

ん。

先日，わたしは通りがかりのある路次で， 三

っか四つぐらし、のこどもたちがマッチをもてあ

そんでいたのを見かけましたので，そっとだま

してとりあげてしまいましたが，家庭における

マッチの管月l，こどもに対する防火のしつけ，

そうしたことをどのようにしているのか心配で

たまりませんで、した。もっとも，位の多くのお

となたちは，たばこのもえさしでさえろくな始

末もできないのですから，こどものしつけまで

はとうてい子がまわりますまし、。

「火の用心」という名標語はいつの代からっ

たわってきたものか知りませんが， ！立の中のひ

とびとはほんとうに火のJl-J心をしているのでし

ょうか。どんなひとでもどろぼうよけの戸じま

りだけはよくします。しかし火の戸じまりはさ

っぱりです。いったしv火・］1：とどろぼうとはと

りらがこわいのでしょう。どろぼうはとってい

ってもたかがしれていますし，とりかえしのつ

くことだってありますが，火事は根こそぎのと

にとりかえしがつきません。 「火の外］心」は

「こんにちは」や「さよなら」のような無忠味

なあいさつことばであってはならないと思し、ま

すの

火災予防)ill動にたずさわる方今のご労苦がし

みじみわかります。どうか，うまずたゆまずね

がし、ますo

('ff新 ・労働省産業安全研究所 ・指導部長）

- 3 -



電気 の 胤

； 前田正武 ？ 

電熱器具からの出火

火事といえばすぐに原因は電気でないかと，

疑はれますが，第 1表に示す通り 出火原因のう

ち I ， 火種， 2 ， ガス油類の燃料奨~. 3，薪

炭石炭類の燃料装置についで電気は4枕となっ

ていて，電気のl片める7i!J{Jは， 12%程度で思っ

たほど大きくはありません。 電気I ~＼火の原閃を

大別すると，電熱探具類からのl:!'r火約35%，ヲl

込線屋内配線器具類からの漏電山火約30%，そ

の他35%となります。

第 1 表

11[1和341]?.度全114川火原囚/Ji］（牛数

〔消防庁火災年報より〕

1:1: 火 原 因 ｜件数 j;ecpf¥(%)1

電気による発熱体 4,448 

ガス油類を燃料とする道 6,652 18. 02 
具装炭置
薪道 石炭類を燃料とする 6,083 16. 50 具装置
火種それ「l身発火して 12,020 32.56 いるもの）

高温の固体 2.020 5.47 

自然発易火あるいは［ff燃を
起しいもの I, 515 4. 10 

危険物品 260 0. 70 

天 jj~ 151 0.41 

不 明 3, 764 10.20 

Z口』 36. 913 I 100.00 

電熱器具類からの出火は第2表に示すように

電気コンロ，電気アイロン，および電気コタ ソ

の三つが大部分を占めていますO これら什l火の

直接の原因は使用者の過失によるもので，その
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多くは使用後電流を切ることを忘れたことに原

因はありますが電熱器自体が不良であったり，

または諜具の使用目的以外に使った場合が相当

の件数を占めております。昭和24年の法陀寺金

7止の出火原因は電気座蒲団に祖度調節装宵が取

千lけてない不良品であった為，佼いJix:しのがl呆

)i!!l熱したものと伝えられています。

湯沸用電気コンロ c600ワット程度〉をコ タ

ツヤグラに入れて熱源としたものは，温度調節

装置がない上に，行火としては発熱量が過大の

ため，蒲団で密閉されたまま，長時間放置する

と温度が上昇して終に発火した例が多い。 また

一昨年電気ゴザと称する危険な代物を行商人が

持歩いて各所で小火騒ぎを起した。これは普通

のゴザに細い電熱線を一面にねい付けて電気蒲

団の代用に考案したもので，何分素人細工で温

度調節装置がないため，蒲団の中に入れておく

と温度が と昇してコザから務団が焦げ出す代物

でした。

電気座ぶとん，電気こたつ，電気足温器のよ

うな保祖用電熱器は危険な温度になる可能性が

あるので，通商産業省令電気工作物規程第 167

条によって，温度が過昇のおそれがないように

自動的に温度を制限する装置（サーモスタ ツ

ト〉か，または高温になると電気を自動的にし

ゃ断する装置（温度ヒユース〉を取付けなけれ

ばならないことになっている。普通これらのほ

温用電熱探は不良品でない｜浪りはサーモスタツ

トと ll~U支ヒューズの両方か， 少くとも片方は取

付けてある。

電気アイロンは温度調節装置や温度ヒューズ



型などあるが何れもツマミを処lすことによって

動作する温度の調節がある範囲できるようにな

っている。

第

直 f受話1 官iJ 牧置のパ、T メタノレグ）重~ v下

平 板主J

図

をl以イ、lけることをHLi：で強制されていませんが

使い放 しによる過熱出火が非常に多いので，こ

れらの装慌のついているものが望ましし、。 450

W位のアイロンには「Iff/J担度調節禄がついてい

て，：；｛jjの柾！炉、によって楓）立の制節ができるもの

が多 くなってき ました。

料 J 門，＿，－17d＿！！・〆タィ：品展ヘ1;.•,';-l!, 

芹寸円H E一一 接夫

刈科 Yl/W物似伺盟V

I '?'.i i主主l I 

第 2 表

’16:＇..＜＼月Jr¥11による令：l同II＼火件数 （消防Ii＇火災fト報よりj

ーも＇＜ f /Jlj I I I I 
I 32 I 33 I 34 I 

矧 lJIJ -1 I I I 

｜屯 気 コン υ ｜ 川 町 ｜ 573 

温度ヒ ユー スは第2以！のよ うな形をした金属

片が温度が J 定限度をこえた場合，溶断して屯

流をしゃ断するもので， 普通のヒューズと誤ま

らないように第3表に示す通り公称熔断温度を

明示するとともに色別を施しである。なお普通

は摂氏 110度（灰色）で溶けるものが使用され

ている。

また，これらの電熱球具は他の配線器具材料

（電線， コード，’d.！：線竹， ヒユース，IJ目閉器，

尾内刑小尽！スイ ソチ，J主杭器，小型屯動機，小

j1J_ 2夏、正法i ， 屯流~l~lj限止めと共に’屯気川 r\i'iJ:fX締規

則によって通商産業大臣の型式承認を受けなけ

ればならないことになっているので，家挺胤の

電気機禄（電熱器類， ミキサー，冷蔵庫，掃除

機，洗濯機など〉を購入するときは，必ずマと

型式承認番号，製i色者名またはそのマークが表

示されているものを選ばなければならなし、。

’tι ：ふこ たつ

’伝えLス｜・ F ブ

火 鉢

jl, I J'): ）さ？~ l'JJ: r.:; 

山とん｜

機 li蛍光灯‘ ネオン灯｜

械 ｜モー タ一

保 ｜小 ZS'J.変 圧 w
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自動温度調節器は第 l図のように熱膨綬係数

の異なった金属を二種張合せたパイメタルを主

体としたもので，祖度が 卜昇ーするとそれぞれ膨

l援本が異なるので轡曲して接点が離れて電流を

遮断し，温度がある程度に下るとバイメタルの

轡曲が戻って岐点が以内虫して11熱線に’屯流が流

れて充実＇｝＼するO これを繰返すのでj主同川放附し

ても地l立を一ぷ限度に保つことができる。パイ

メタルは因不のギ倣‘型，つる巻型のほか うず巻
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電気洗濯機の感電

感百による被’A了自の統，；1ーによりますと化亡者

はfo)J-1'1'ili付外をぶしておりますが，れ傷者の

数は被害の軽微のものは統計ーから漏れています
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ので正確な数字を女IIることは困難であります。

労働基準｝~.）の統計によりますと，昭和34年中に

発性した鉱業を除いた全11f.;Rの感’，11・1;:11改は化亡

台393名， rl!傷者l,8071"1 ，軽傷 628 名で死傷~－

介せて 2,828名となっております。このほかに

鉱業関係と応業に｜刻係のない公衆の＇ Ji：放が粁｜ー

ありますので，牝傷者は 3,000 .f1をこえると思

います。

第 2 図

i~J烹ヒ ュ スA

上
川
下

c 

201nrn 

これらの事故の7割迄は過失か不注意が直抜

の誘因となっておりますが，これに合わさって

屯気器具や配線器具材料等所謂電気矧品が不良

であったことが多し、。 1年間を通じて事故の半

第 3 表

れ
れ
H卜

’必中 })I) I 協品v~i：，，~：：i地l I色 j}lj I 

11 o I ~I 地のまま

120 : Ji: 

130 I 似

1so I 貰
2～4 Ht Ill 

170 ！与：

数は夏季4ヶ月に先生しているのは，件処によ

る発汗と務着または身体の’必出部の多いことで

感屯しやすい状態におかれることが原因でしょ

う。人体は約1ミリアンペア程度ーの’屯流から刺

げきを感じ素手で百線を握った場合は10数ミリ

アンペア程度の屯流から筋肉の疲れんによって

直線から手を離し難くなり， 5,60ミリアンペ

プ（立の電流から牛命に危険を生ずるよ うです。

人体の’ι気低抗は乾燥しているときは数万オ

ームありますが，手足がねれた最悪の状態では

千オームに低下するので，電灯線百ボルトでも

水気のある土間などでは感電で死亡することが

- 6一

あります。

状凶の配石）j式は白ii±線 c3, 000ホルト）と

低！王線（動）J忠良屯Kl線）とが泌総して，・：：j圧の屯

%が屋内配線にi'.d:人した場（I，トぷ'ilLや火災のfι

第 3 図

主 ／
＋世

話t

｜換をすくなくするため，’1b'.極上の変圧黙の低lビ

側の一端をアースすることをわーっている。この

アースはできるだけ路地抵抗が小さい利有効で

屯気工作物規程：では高圧屯流の浸入によって低

圧側電線と大地との聞の’ι圧が 150ボルト以上

に上らないようにアースをとらなければならな

いことになっている。従って動力線でも屯灯線

でも電線 1条は必ず大地に辿絡しているので，

このアース側の電線に姥触しても混線などの事

故のないl浪り殆んど感電しないが，他の線に触

れた場合は電灯線は百ボノレ卜動力総は2「I;f：ル

トの電圧が身体に加はることになる。家庭用の

洗濯機，冷蔵庫，・；Ii熱器，柿除機，扇風機など

の器具の内部におさめたモーターの倦線，口出

総，或は7li熱線なとの絶縁物が破煩または腐蝕

して導体が鉄心，鉄板十こJ主触して外箱ケースに

ihf'itiした場合は，そのケースに予を触れると’屯

総に触れたと同様に第3閣の通り大地に向って

流れる電流のため感電を受けることになる。

感電の強弱は人体に流れる’屯流の量によって

左右されるので，人が乾燥した本板，ゴム板，

など電気抵抗の高し、物体の上に立ったり，ゴム

子袋をつけた場合は極めて怪い感；，u:ですむ。

＊嵯片J ’ch'.）ぷ機器：~~:'i に屯~l洗濯機は)i- ·11~部μ

改障が起きて漏恒しても鉄製ケースを綾地低抗

の低いアース線にJ主続しておくと漏洩した電流

は人体を通って大地にゆく電流とアース線を通

って大地にゆく電流とに分れて流れる。アース



1!i，釧線，または鉄管など〉を低抗が低くなる

ようにとt.忠、してJI日設しなければなりません。｛nJ

分沈滞機は移動することがあり，アースの取｛、l

がゆるみ勝一ちですから士！｜ら山山に縦脱すること

がないようれ＼むが必安です。それにはアース線

の出m脱するおそれのすくない政j也極付のプラグ

およ びコンセントを佼｝｜！するのが安心です。接

地型3極フラ クーおよびコンセントは第4図に示

すように普通のフラグと）＇（なって屯流の流れる

2極のほかにアース専用の形の大きい極が取付

けてあります。

電気洗濯機の故障で感電死亡した＊例をあげ

ますと第4表の通りであ ります。

事故の例は｛nfれも被害者が男子であることが

皮肉ですが，令：Llil的に見ると死亡に至らなかっ

た感屯事故がまだ多数あるのではなし、かと思い

ます。ぷのうち t：から：孫｝！ の例は点京都北ix:

の某家の浴家で起きた事故で，その Flの正午過

ヒ人は五気洗j伊肢を使用中にタイ ムス イYチが

整定した時間に停止したので沈滞物をしぼろう

として洗濯機に触れたとこ ら感電し，洗濯機を

だきかかえるよ うになって洗濯機を上にしたま

ま倒れた，妻Y.:( i.悲鳴を｜昔！し、て駈Hけ直ちに洗

濯機の電源コードを引抜いて主人を奥の聞に）］

んでねかせたが約4分後に死亡したという。

浴室は 1.bi'-位の大さで風呂に接した「すのこ」

の上に洗濯機を世き本人は「すのこ」の上に立

って作業をしていた。 コンセントは天井灯附近

の配線から分岐ビニールコードを延ばして側面i
に耳元利けた。

この洗濯機は昭和31-:r6月に新品を購入 した

が， 1年後に洗濯機に触れるとピリピリと感託

したので， j坂光元に連絡したところアースを坂

った方がよいといわれたので，細銅線を水道栓

の蛇口に巻付けてアースをとった。ま た事故の

20卜｜起tliiにタイムスイッチが具合わるくなった

のでメーカーのサービ スマンが減速機防を以伴

えたということ である。 'J；：故の丘後｜刻係官庁係

員の調査によると，モーターの｜日l路の絶縁が本

であり ，またメーカーで分Wfoした結果モーター

の民l定 fの備の ・端の巻総が水にっかり絶縁不

(40ベージにつづく 〉

の抵抗が低い担アース線の）j』こ’.'11流が多く流れ

て身体f-:ti少い7伝説Lしか通らないのでj占屯はi説

くてすむ。
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アースは規定では百オーム以下となっていま

すが，感電に対して有効なアースの抵抗は10オ

一点以下であることが望ましし、。そのためには

公営の水道管は普通3オーム以下の紙抗ですか

ら，これをアースに利用することがー需良いで

しょう。簡単Jこ短かい鉄骨を 1本大地に打込ん

だ位では地質によっては安心できません。併し

水道管をアースに利用する場合最近はアースに

代用できない硬質ビニール管を使用していると

ころがあ りますので，この場合は 拡t地板 （鉢iJ
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地 震

勝

地時，台風，津波など一－＂ 天災（.；t忘jl た ~i

に米る ρ のではなく一一次々と大災干与をもたら

している。今年の長岡地震，｜｜向自慢地!2,I昨年

のチリ沖波は未だその爪跡を残しているつ

しかし， 11i近の地震災害を調べると，チリ ｛！＇.

波という稀有な経験はあったが， lci<I内のj也直に

よる大災；1；は比較的少なし、。最近10年について

見ると， 1952司会＼・）勝沖地震（ば芦28t'1）全般大

に，｛政i楽的.ti由民は多数起っているが， 何百人も

のタビr.－をIHすような大災害は三容に起っていな

し、。

この辺でj也出災；l：に刻する認l識をおrf..：してお
くことも無駄ではなかろう。

何回 ぐらいの地震があるか

2, 3 II杭し、てj也麗があると、近切iJ也Jぷが多

いようだが，人ー地民の1liTぶれではなかろうか？グ

と心配する人が多し、。かと思うと， 、近頃はさ

っぱり地震が1Wい、が無気味だH と不安がる人も

いる。

ところでP 我々はどれくらいの数の地慌を感

じているのだろうか。第 1図は， 1年｜甘jに感じ

る地誕のloJ数（最近30年間の平均〉である。大

地誌の余時や，特に局地的な地時の多い和歌山

地方等を除けば，関東地方や東北北海道の太半

洋側で多く， 日本海側では全般に少なし、。

人体に感じる程度以上の地援の総同数は全国

を通じ，年に 1,000回近くある。人体には感じ

ないが，地麓計にだけ，id録されるような小J也民

まで入れると，ま さに無数と I;える。

地震の予知は出来るか

人工衛昼が飛び交う位の中に，地提凶 l:J，¢：で

- 8-

の 《（（，＼， 車問

叉 l護

はまだ地震の下鰍も 山米ないのだろうか ？これ

は誰れもが抱く疑山であり，またねがし、でもあ

る。i令訳ないことだが，結論から先に云えば，

社会的に布効であり得る泥肢の子械は， .!JI,イ1：の

ところ不可能である。 予報が布効であるために

必要な条件とは，円、っH 、どこにグ 、どの程度

のI／ 地慢があるかの， 三条件が揃っていなけれ

ばならないの 、どの斜度のかを抜かせば相当1:':j

い確率で当るであろう。 ～、っM や、とこ H 』こ

が欠ければかえって不安が噌す。 また，三つの

要素は相当に厳衝でなければ無怠味である。伊I]

えば， 、何 地々プj十こ，数年以内にかなりな地径

があるかも女JIれないII とよミう組！立の予＊がIi＼さ

れたとしても，j見化の政治，祉会機榊で， u、か

なる対策が可能であろうか ？

品在ま での地提学の知識では，このね伎の予

報も 出来ない。ここでは地震予知的研究の別状

を述べるのが円的ではないので省略するが，統

計的に，或は物埋的に何らかの白ij兆現象を捌も

うと努）Jが続けられている。そして，そのjぷ民

は地提や子女｜｜の11J能性を訂正してはいないこと

を，，己しておく 。

根拠の無い予報に迷うな

地麗の予報はし、づれにしてもまだ研究段階で

ある。巷に流れ出る地露の予報なるものの多く

は，科学的根拠に基く予報ではない。科学以外

の手段による予報は論外としても，無責任な子

、出や，出所の明らかでないものが多く ，1Jmす

るに値しなし、。ま た，立任ある研究機関が地d点

の予報の手段を見出したとき，それが凶民に女LI

らされないままでいることはあり得なし、。



地震災害の概況

ここで過去の地震災害について調べて見ょ

う。第 2図は最近約 100年間の破接的地’長fの分

布図である。おもなものは概略を第 1 長にノJ~ し

である。民l米大地’躍を筆頭に，死者約 1,000人

以上の地盤がlOl!_il,100～1,000人以下のものが

61旦I,10～100人以下のものが14回となってい

る。ごく軽微な被害を伴った地震までいれると

毎年 l回近く破壊的地震がある勘定になる。

大地震の時の心得

100年足らずの期間でこれだけの地謹災害が

各地に発生した。 また，こjLからも地提は無く

なるわけではなし、。従って， ｜二l本に住む以ーじ

～、っか，どこかで大地震に見舞われるかも矢｜｜

れなしげ覚·／Hと，その11~ の心得は誰れでも必1.1::

である。

第 2表 )(J也以のH与の心（：；，

l. ）（！由民のときはまず丈夫な家JLに身を市せ

よ

2. 1X:い路地，塀のわき， lliや川ベリ にjJ_ι点る
な

3. F半く火の始ノド

4. 1分すぎたらまず安心

5 人命数日UJには消火が第一

G ifij)＇，＇.：ではil¥in.111地では111ii~決に 11.ff.せよ

7. {};J;'lをおそれず， デマに迷うな

8 ~｝（’をどま もり律J' f；に fJ:芯、

地震に備える

地震を無くすることは勿論， 予報することも

現在出来なし、。では，これからも同じように天

災とあきらめていかねばならないだろうか。

地僅の災；t；は人！日！の手になる家屋や，種々の

建造物が破域されるため引起される。従って，

謹災予防対策をHった建設を進めるのが文化＼ 1、｜

家である。

人命の尊さは何物にも換算山;jぐないが， /XI以

大地露一つをとって凡ても50億円以上の鎖需が

あったといわれている（当時の年間政府費用は

13億円） 。時災予防のため刈策を備えた都市住

設も，災古を繰返すよりは安上りではなかろう

－、。

耐震，耐火等μ｜対する研究L;t：進歩し，そのJI/

，；；~を活かした立派なビルも II 立って多くなって

米た。だが， Jt々 のfU心にまで、及ぶにはまだ大

分H寺間がかかりそうである。 しかし， 11¥;!Ef'.Jる

範囲で一一例えば，筋;Ji;をWIし，iJ杖を片jし、た

り，柱の結合部や基礎を強｜主｜にする等でも .fH~

丈夫になる一一少しでも 11!H民的な家屋としてい

く各人のお）Jも必1.1:：であろう。

地震災害のいろいろ

昨年モロ γコのアガヂールは，さして大鋭校

ξもない地長で（ 1::1本附近では年に何1"'1か起っ

ている程度の地首長） ' HJは潰滅的被害を受け，

死者 1,000余名を山した。これは局地的に地麗

（資源調金ー会報告第23号より〉 方71図ー与に感Lる地震の数

¥I !J3 l年～ l!J60辱の平均 〕

)j＼文字は各地の巴数
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が強烈であったためでもあるが，衡が地援に夫、l

して無防備都iiiであったことが被’占を大きくし

た！ti闘である。

｜対米大地誌の被’占の人一部分は火災によるもの

であった。木造家屋の部iiiの悲劇である。

1920年1111ぺ11・1.治省地方のJ也’彪の際，寅上ド幼1!

った火の1l1k'I：活していた人々10ノJ人がJFiJ.めら

れたと云われるη1X:が｜巨｜でもj也徒による山j』j~ L 

が人’災古を，；I起した例は少くなし、。

三佐佐伯作では1896年の大／cl＇・：放で， 2 )J"人以上

の人々が湖タじした。J也握tl1：波も:fX:が11'1にとって

は強敵である。

この様に， ＿..：1-1 fこ地渥災害と民つでも， j二活

様式や地理的条件により，さまざまな形で災古

をもたらしている。対策もそのt1＇性に適したも

のでなくてはならなし、。

都市と地震一一火災

裁が凶の大都市は，大てい何｜旦lかの大火災の

歴史を持っている。その内のいくつかは地誕の

際に発生したものである。世界の大火のト ップ

は，関東大地道にともなう火災であり，5位が

1906年サンフランシスコ地援による火災であ

る。 （ついで乍ら，l～4位は日本がその不名

誉な記録を独占している〉

平野の少ない我が国では，多くの都市は，円11

積地帯や，泥海等を新たに埋立てた，軟弱な地

縦の上に発展している。そこには雑然と木造家

屋が密集し燃料を提供している。このため，大

地援にはたいてい火災がつきもので，これによ

り災害を増大させている。 地径の時には， 破

域された家や工場から多数の火の手が 4 度に上

る。倒れた家，破鍋した道路や橋は消防ポンフ

の通行をさまたげる（混雑を極める自動車群

も，災害時には重大な障害となろう〉 。水道施

設も援害から安全とは云えなし、。

かくして火は燃え方第と云う ことになゐ。

関東大地誌では，東京市内だけでも 100ヶ月！？

近くから出火し， 9月1II （正午〉から 3i:iの

朝まで燃えつづけた。その車山県GIon、｜リj, 40万

戸近い家を以にした。これはj也出で［皇按破泌さ

れた家の数よりはるかに多し、。死者10万のうち

- 10一

倒／立家が；のー｜、！放になったりして化亡した人々は

1万人利伎と雌：ぶされているので，大部分の人

々は，d長後の火災により 7目、惨な以後をとげたの

である。

写真 11923年の関東大地民は，10万余の人命をうば

い， 60万戸の家を破i決し，焼いた。東京の約%は焦

仁となったが，ヲ：nはその－l'fflをぷすの

地従による死者数は，ヂ均11戸の倒出家屋に

1人の割合となっているが，大火災を伴った場

介には，この割合が 3～4倍にもふえているO

地議による彼壊の中から逃れ得た生命も，消滅

から款はれるべき多くの財産も，火災により版

協に帰することを思えば、手早く火の始末M が

いかに大切かがわかる。これが実行されただけ

でも災害は相当軽減されるであろう。

不燃都市は夢か ？

ロンドンは有名な1666年の大火にこりて，以

来不燃都市の建設を進めた。サンフラゾシスコ

写真2「若の名は」

で有名な数寄屋橋

〔東京〉の近くに

は，展災記念像が

立っている。これ

は関東大地震の大

悲劇を経験した人

々が，再びこのよ

うな災1与を繰返な

いようにと願って

造ったものであ

る。 flには「不立

の地民にふだんの

川立、」の標語が刻

み込まれている。



は地提による大火の経験を十分に活かし，消火

施設（4守十二水道管の｜耐長＇） fこ留意して阿佐され

fこハ

わづかこ！と版科の自民で 120以 ｜ーの部市ががd!f

）京となった後， 1Ji:がl到の都市はいかに再建され

たか？閉め 1'1：てられた数寄屋橋（東京〉の近く

に，·，~っ ている長災ぷ念像に聞いて見たいもので

ある。この台に刻み込まれた川マ与のj也漫にふ

だんのJ-11 店、H の l"l~ こそ「君の名」以 ｜二に忘れ

得ないものでありたし、。

山と地震一 山くづれ，山津波

関東大地提の時，根府川（神奈川県〉近くに

発生した山津波一一くづれた土砂が洪水のよう

な勢で流卜して米るーーは，｜瞬時に人も家も土

砂流にま き込んだ。ついには，）国介せた列車ま

で道ずれにして海中に運び込んでしまった。ま

た丹沢山や箱根J也力・の山地の被害も持しかっ

fこo

,j占は大分111いが， 1847年（弘化4年〉善光寺

如来の御開帳に集まった人々で賑わう善光寺町

wi長野市〉は，大地震に裂われた。この地援

で付近lllJ村合わせ，死者12,000人，倒潰，焼失

家屋34,000戸の大被害を受けた。 －）j，山間地

方では極めて多数のはlくづれが発生し（その数

は4万ヵ所以上に及んだ），多くの村落を矧め

破域した。中でも岩倉山の崩嬢は大規模なもの

で，同地Jiを流れている犀川を高さ50～60mの

崩上のタムでせきとめた。このため，上流に長

さ30～40kmに及ぶ湖が出現し，数 卜の部落を沈

めた。更に20日後にはこ，れが決媛し，下流は

大洪水となった。

この他，地援による崩媛が大災害を起したり

地形を変えたりした例は多い。また，山地や河

川の荒廃は長期間にわたり，間接に種々の悪影

響を銭すことが多い。

海と地震 津波

1Y1:f1二のチリ rl'-il:k:の，記憶はまだ生々しいが， 1l:l: 

波も海に固まれた我が国の宿命的災害の一つで

ある。津波は海底の大地震にともなって発生す

るものである。陸地に大規模な地揺があると，

地盤の｜傑起や沈ll/F-，断層の山現等の地型変動を

生じることはよく女IIられている。海底地震の場

合も l1ij様に海！氏に地型変動が乙｜二じる。その結県

海水に挺乱が起り， 71t披となって海岸に押寄せ

る。

日本列ぬのふ；、｜λ洋jいれいには，しばしば大規棋

なj也露があり，津波を発生させているO 特に三

陸から北海道南部の荊岸，紀伊半島から四lt<Iの

伯岸等は繰返し泊1：被に襲われている。

比較的栴岸近くに大地従が起こると，｜民！バU.:.

j也麗や南海道i也従で見られるように地長による

被害も大きいが，引続いて海岸地方は津波の危

険にさらされる。この燥な場合の津波は，地詰

後10分内外で (II~＇には更に早く〉襲来するので

l丘ちに警戒しなくてはならない。

これに対して，海；；・：から大分はなれた沖合ド

；人ー地’長が発生した場；＇＂；－は，ド主 υこはさしたる被

害のないことが多い。

地露動はゆるやかに，不気味ド大きく ，しか

も数分間ゆれ続ける。1896年三陸沿岸地点を襲

って 2万余の生命を奪った大津波も，地授の感

じ方は弱くゆるやかであった。中には地提を女LI

らなかった人も居た屈であるO この後約30分し

て大津波がやって米た。

津波の伝わる速度は，海の深さによって没る

が， l,ooomの深さの海で毎分6km, 4, ooomで

12伽程度である。一方，l也握波の速度は1分IHI

400～500伽程度である。従って日本近海ならば

1分内外，地球上の一番遠い地点からでも約20

分で地謹波が到達する。このことに着目したの

が津波警報である。

津波警 報

前記のように，地笛が一足先に津波の危険を

知らせてくれるのであるから，地震を感じてか

ら津波のやって来るまでの時間を有効に使えば

十分退避出米るわけである。即ち， j也従後l立ち

に蒔源地，規模等を推定し，沖波の危険のの無

を判断し，その結果を迅速に通報するようにす

ればよし、。

現在，気象庁はこの l=I的のため津波警報組織

を担当し，警報はあらゆる通信網を動員して沿
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山地方に伝達されている。沿岸地方で，激しい

地麗や，弱くても無気味に長時間ゆれる地’長が

あった時など，ラヂオその他で十分活用して戴

きたし、。望書報は，津波の危険のある場合は勿論

心配する必要がないとか， r--:r波の危険が去った

とか云う場合も通報されている。警報によって

迅速に退避する場合に備えて，小高い地帯へ早

く到達出来る道II民や，安全な建物のある場所な

ども’市々調べておきたい。

しかし，1liiにも記したように，沿岸近くに先

生した地震の場合には，時間的に見ても，必ず

しも響報のみに期待するわけにはいかないので

各人の判断と迅速な行動が必要である。

太平洋を渡る津波

カムチヤツカやアリユーシャン）j1tfiの泌氏も

人・jむiぷの会長い；9Tである。この)j1(1jの地提は，11 

;:4,;で人｛4；に感じられることは少なし、。 しかし，

数時IHI後に津波が｜｜本の氾出に波及することが

あり，と きには被：占を与える。更に速くの地震

では人体に感じることは全くないが，津波はた

とえ太、｜ι洋の向側のj也展でも油断IL¥1そないボは

チリ津波のλし、経験が教えている。津波は｜有対と

から20時l:!HYで木、｜’Ifを渡り ｜｜本に到達するO

写真3 1960年のチ リ津波のときの，北海道H！；野港

CH l白i支庁〕の模様，防波堤を乗り越えて、港内に佼

入した津波lよ，船を｜控に拘1上げ，家屋を破接した。

このように誰れも気がつかないうちにやって米

る津波こそ危険であり，響報が必、安！とされる。

Jif:l球上のどこかに大地毘があると，lli：界1-11の

地袋：d-vこ記録される。したがって，｜｜夜辿枕し

て監視を続けるならば，どこに大地主』さがあって
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も見逃すことはない。また，太斗jL洋沿岸各困に

とって津波は共同の件威であるから，お互に協

力して地麗や津波の資料を速報し ｛＼＂うことも必

要である。このようにして行けば，綴耳に；］＼.と

云うようなぶ態は無くすることが11J能であるつ

チリ津波を契機として，このような刈策も進め

られている。

津波えの備え

湾の形，海岸の地形などにより ，津波による

危険度は著しく違うので，条件の悪い海岸では

繰返し津波の災害を受けている。例えば，北海

道浜中村（釧路支庁〉は，1952年十勝沖地長，

jllji.ドカムチヤ ツカ地返， 1960年チリ沖波と，数

五ドのIi:¥！にヰ｜｜ついで沖；＆’の災；与をうけている。こ

のような海jれでは似本的対策が必＇＆！－ であらう。

:,・:・ r~ 1 \1＼浜市i- cm I時村〉は， 11.tiJJd」点、lして

]!JI:も危険なj杉の古浜的の奥κあったため， 1896

"-F-の沖波では放I；・；＇jU:24mにも及び，人ll の、，~数

以J・.l, 500名の死，，.を山した。この様な場所で

は，I字放の勢力に）腕ずくで刈抗するのは容易な

ことではなし、。そこで恥tu:18iJlliえ拶転し再建さ

れたっためド，193311・の津波のときはごく僅か

な災宙ですんだ。これはどこででも簡単に実行

可能なことではないが，重要な建造物だけでも

安全な場所え移したい，防波堤の建設により津

波の危険を防いでいる海岸も多い。防潮林が災

害の軽減に役立った例も少くなし、。岩手県の国

老UIJは1896年の津波で 2,600人余，1933年の際

にも 900人の死者を出した。この尊い犠牲は，

今では立派な防波出の礎となって町を守ってい

る。このように津波の危険度や，過去の災害時

の状況などを十分に参考にして，各地に適した

対策を進めていけば，響報と柑まって，津波の

災害は相当に軽減出来る。

この稿を：；lfいている聞にも，日向灘地震の災

’Zが伝えられている。いつの日かこの様なニユ

ースを，i出こ、大きな地盤がありましたI／と云

うリiだけにしていきたい。

j也’長＝子女IIの研究の進歩，民災予防対策の推

進，rl’：il!{笠桜組織の完成こそは， j也詫1m11ノドの

急務である。



附録

地震動の強さを，人体に感じた程度によって

現わしたのが謎度である。 l月二通は，震源地から

遠ざかるに従って次第に小さくなるが，地撤の

性質によっても相違がある。 11吹~J~な地盤のとこ

ろでは，他の場所に比べ一般に大きいn

第 3 表 震度階

震度 l；静止している人や，特に地震にた涯、j架

い人だけに感じる脱皮のJ也民（微震〉

白山 II；大ぜいの人に感じる得度のもので，戸

i原子がわずかに動くのがわかるくらい

の地民（軽震〉

I /Rlilll；’不序がゆれ，戸障子がが白ガ々と！！鳥毅j

し，屯灯のようなつりさげ物は相当に

ゆれ，目見内の水1f1iの動くのがわかる紅

山のJ也i;Jc~Jc) (,:;J 

·,,'J山 IV ， ’ぶJi~：の動陥が激しく ，すわりの：/l；；い化

ぴんなどは倒れ， ~iii付の水はあふれ／ I',

る。また，歩いている人にも感じられ I 

~くの人々は戸外に飛びii\す程度の地

長（中震〕

I WI吃V；慌に；ヰljれl=iがはいり，落イi，石どうろ

うが倒れたり，煙突，行列必どが破損

する程度の地長（強震〉

E毛皮VI ；家尾の（宣｜擦が30%以 Fで， ~Li くずれが

起り ，地割れを生じ，多くの人々は立

っていることが出来ない程度の地震

〈烈震〉

民度¥11!；家屋の倒壊が30%以_I・におよび， 111く

ずれ， j也害ljれ，断層などが起る地震

（激震〉

ただし無感地震を 0と表わす。

地譲そのものの大小は，マグニチユードと云

うスケールで現わされる。第 1表の末尾に記載

されている数字はこの値である。しかし，地震

の災宵の大小は，地震の起った場所や震源の深

さにより違って来る。

参与のために，民度lV以｜ての地袋の回数を第

3凶にノドす。極度IV以 ｜二になると，大ていの人

々は危険を感じ戸外に逃れたりする。附近の条

fl'の思いmでは被古を生ずることもある。

第 4表地震の規模（マグニチユード〉

｜山｜ 地 鼠 の 程 度

2以下 ｜ 跡地近くの地尚｜山主誠される

が，人体には感じない。

3～4 震源地近くで人fいこ感じろことがあ

る。

5～G ｜ 東京付近などでよく感じる地震はこ

の得度のものが多し、。めったに被干与

をlj：二ずることはないが，｜付附のごく

浅い所に起るとJ,;JJ也的な被；与をノ｜：じ

ることもある。 (2J1211の長ー附地

震は5程度〉

7～8 ［／：］肢に起ると大被干与をLI二ずることも

ある。 iW底に起ると津波を発少させ

｜ る。 (2月2711の｜｜向灘地震は7.2)

8 J'J. I・ I i1l大級のj山民，9以上はj也氏街.IiJ¥ljが

始まって以米起ったことがなし、。

(11'1:1下5凡のチリ地震は8.5程度〕

子医者 ・気象庁地震rt!f:)
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第 1 表 地 震 災害表

雪｜翌朝｜ヰ晶子｜ 被 ；芸 状 況

1 I 1872目14I島 根 県｜南西部沿岸地方で，死者600，全潰家屋5,000以上，焼失230
（明 5) I C浜阿〉 ｜

2 I 1889 Vll28 I熊 木 県 ｜北西部れ洋地方で，死者20，負傷者74，全治家犀約200，γ渋約200
（明22〕｜（熊本〉 ｜

s 11s91x2s I岐阜県南西部 ｜岐阜愛知県等で，死者7,273，負傷者約17,000，全j貸家犀約140,000
（明24〕｜（濃尾〕

（科二家約80,000），さI＇潰約 80,000，焼失約6,000（住家4,300），大厄，

岐阜被害大，大断層を生ず

4 I 1894 vr20 I東京湾北部 1東京及び周辺で，死者26，負傷者171，全潰家康51. -'I土漬136
（明27) I c東京〉 ！

5 I 1894 x 22 I 1I1形県西部｜山形県西部で，死者726，負傷』I927，全潰家屋3,858（｛：］二家2,777)
（明27) I c庄内〉

平潰2,397，全焼2,148(1主家1,489），浦町被害大

r; I 1896Vl15 I山 手以沖 Iiード泌により，！守£，~， ｛＇ ；千 ， ＇；＇：~’城県、等で，死者21. 9S3，負傷者4,398, 
（明29) I (::0:1浮世i皮）｜

対L失家保8,526cイ｝家6,049）公演776〔イ午’永537）山手県特に符し，

最大波！局30m

7 I 1896咽s1I秋 1:1:1県東部｜秋口1~ ， 1,i,R,'1112えびれ手県の一部で， 死長209, S1l fお包779,-'j＇：潰家i'P•~：＇J
（ゆ129〕｜（陀羽〉

6,000〔住家4,387），焼失32

8 I 1905Vl 2 I広島県南西岸｜広島県及び愛媛県で死台11，負傷者177，全潰家)t:64，、｜’潰破損480
（明38〕｜沖（芸予） ｜ 

｜地震の規
模その他

7. 1 

6.3 

8.4 
内陸で

段大級
の地震

7.5 

7.5 

7.6 
A「l'ilを

7.5 

7.6 

9 I 1909咽14I滋賀県東部 ｜滋賀県及び岐阜県で，死者41，負傷者787，今．潰家用2,200 cu家 I6. 9 
（明42〕 I C江 j炭〉

976), 'y-：潰破損約9,600

w I 1911 VI15 I奄美群島｜当界島及び付近の烏で，死者12，全潰家犀422，、！と潰561 I 8. 2 
（明44〕 ｜ （喜界烏〕 ｜ 

11 I 1914 I 12 I鹿児島県iド（111I鹿児島市とその付近で，死者29，負傷者111，ノ止潰家厚39. 、n資130 I 6. 1 
（大 s) I c桜島）

桜島噴火中

12 I 1914 11115 I秋 山 県｜イ｜｜｜」ヒ部地方で，死荷94，負傷荷324，全j資家11640，、l’問家M.575 I 6. 4 
（大 3) I 〔イ111北郡〉 ｜ 

1s I i922xi1 8 I長 崎 県｜島原半島南部で，死者27，負傷者 39，令！被家照 643rn守家194），γ I6. 5 
（大11) I C島原〉

決L424 （住家661)

14 I 1923IX 1 I ネ1µ－；，~川県沿岸 ｜ 神奈川，東京，千葉の各県始め， 闘東，仁11部地方笥で死者99,331 , I 7.9 
（大i2) I 〔関 東） ｜ ｜大火災

行方不明43,476，負傷者103,733，どとm家128,266，半潰126,233，焼｜あり

失447,128，東京，横浜特に著 し津波ありがt失家尾868，最大波1:-'/j6m

15 I 1924 I 15 I神奈川県｜東京，神奈川等で，死者19，負傷者638，全i貸家犀L298，手足~2.439 I 7.2 
（大13) I （丹沢山〉
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！番｜峰発tJ:I w If~ 地名 ｜
り｜年月 11I 〔J也 ＇~d， 〕 ！ 被 害 ；｜た 況 ｜地震の規

模その他

16 I 1952 v 23 I兵 j市川北部｜兵WY！，北部及び京部附の一部で， 死者428, 負傷者834，全潰家屋 I7. o 
（大14〕 I (fn 馬〉

l, 295，半潰m3，焼失2,180，笠岡，城11奇等著し

17 I 1927目7
（昭 2〕

京都府北西部｜京郡府北部及び大｜妓， 兵庫県の・部で，死者2,925，負傷荷7.806, 
¥Jヒ丹後） ｜ 

全加家屋12,584，半淡10,841，焼失3,711，峯111mr皆し

7,5 

1s I 1930 V 20 I ，•；市｜刈県東部 ｜ 北伊豆地方で， 死者272，負傷者572，令：j民家犀2, ] 65，半前5,561, I 7. o 
（昭 5) I （」ヒ伊豆） ｜ 

I 焼失75

ig I 1931JX21 I埼 五 県 ｜消去りA及び群馬県の一部で，死将16，負傷者146,:1:出家庭206，半 I7. o 
（昭 6) I （川崎玉〕

20 I 1933目3
(AB 8〕

21 I 1939 V 1 
（昭14)

22 I 1940V!!! 2 
（昭15〕

~·；手県対l
c ]Jt／空i&)

以川以西片』
〔児施〉

北海道凶岸il+t
（杭丹Mi津波）

23 I 1943日10I .f.~ 1l足以点』出
（昭18) I Ct~ 取）

治家賠285

kil!:il主により，山手県始め三陵，北海道南部沿岸で，死者3,008名，

ft傷占l,152，流失策医4,917，倒壊家片」i2.346.焼失249，船舶流失

約7,300, i下波l1l1千ij24m

！万施、｜土島付近で， YE省27，負傷者52,"i:消家戸長585m家479〕＇le消

l, 014 （作家156)

「同主により ，II本wi沿）＇，＇.・で，タ七 f,JO，その他漁船，ii¥1,J~の被宗’~し

lr¥i. ).,j店店，2～3m

，（ ~111( 以来初：で，死常］ ， 083, 負傷高6,153, イ~れ~－家財7, 485, 半j貿

6, 158，焼失254,.Cblt記被害）.：＿

24 I 1944四7
（昭19)

紀伊半島東山｜！神j,Y;j，愛知I, A（の件以始めj周辺で，死著約1.000，負傷者約2,000
/111 （点南海）

令：自民家片；：26,130 ， 、l’ N~約47,000， 沖波あり ， flit夕、家汗！3,000,1';, l1l 

）；.波尚lOm

8.3 
大津波
紋大級
のj由民

7.0 

7.0 

7.4 

8.0 
ti!波の
被害大

25 I 1945 I 13 I愛 知 県 ｜愛知以及び瀞岡県の一部で， 死者1, 961，負傷者約900.~.m約12 , 000 I 7. 1 
（｜昭20) I Cブ 1町

（住家約5,500）半減約22,000c住家約12,000)

26 I 1946盟21I紀伊γ島南岸！？；山l，和歌山，徳島の各県始め，中国・四国・近畿・九州・中部の各地
（昭21) ｜沖（ l~'l海道〕

方で，死者l,362，行方不明102，負傷者2,632，全出家屋約12,000, 

半j民約22,000，焼失約2.600，津波あり，流失家屋約2,100，最大波

高 6～ 7m

8. 1 
大規模
な地震
津波の
被害大

27 I 1948Vl28 I f品 川 県 ｜悩井県及び行川県の一部で，死者3,895，負傷者16,375，全潰家尿 I7. 3 
(23〕｜〔川井〕

35, 420，半潰12.000，焼失3,960，福井市著 し
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番｜聖跳l震源地名［号 月日 （地震名〉
被 害 状 況 i地模震そのの規他

2s I 1949Xll26 栃 木 県 今市地方で，死者 8，行方不明2，負傷者162，全j貸家屋861（住家 ｜6. 7 
（昭24) （今市〉

278），半潰5,326（住家3,091)

（昭27)
Jヒi/lj道~.YJ片＇J'1中 北海道 ｜寸E摩地方~＇で， 死者28 ， 行方司、明 5, 負傷者287, 家屋全凶｜ 8. 1 

〔一｜勝〉

鈎 ｜］…l午 リ I231…肌よ仰が大平附ゆ ：｜刷竺附込
(llf¥35〕 』「チ リi!ti1.n I 

815, ~ 1こ潰1 ,324，焼失14, iド波あり ，流失家屋91，最大i皮i両5111

I I ｜照半島沿
｜家屋l,259，全j貸家屋l,571，半壊2,183

番号は第 2灰lに記載されたものと同じ

以後の側にある数7’は，地震の刷版 （γ グ三 －r-~.＿ ド）をJ見わす「llf・I録参JI('.,)

フl72図破壊的地震の分布図 、

0861年～1961与2月） .?) 

。死者100（），人以ょの地区

。。
。死者100-1000人以下 2ミ

0 "10イ＇00人以下

。

0 

88 

よマ

。

16 -

遠地地
震によ
る津波

見

主ミ



。

ιア

オ3図震度π以上を感仁た 回数
(1937辱～7960年の合計）

小文字il各地の回数

国家消防本 部 検 定 合格

損害保隙料率算定会認定

運輸省型 式 承認

；包消 火 器 各 種（ 5～200立

政アルカリ 消 火 器

水槽付 ポ ンプ 消 火 器

ヤマ t、

四 塩 化炭 素 消 火 器

泡消 火装 置

日本商会製作所
本社工場 大阪市東成区深江中 1ー13

':ITT JK IU張所

各／Jj 仮所

氾 ffli大阪（代表） (97) -3291 

Jn京都港区芝白金台町 2-67 

・;LC 穏（44〕－ 80I 6・7839

小倉 ・尾道 ・札制

。
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羽田空港の消防

化学消防車の滋水



↑化学消防車の前面

上部の筒2基は放水銃下部の3つの球状のもの

は撒水装置

↓化学消防車の左側面

泡沫消火液撒布用合成ゴムホース・補助発電機・

発電機・ CB消火液タ ンク ・液撒布用ホース・ポ

ンプエンヂン





↓破壊消防車

前縁にウインチが装備されている。

遁ーーーー

↑破壊消防車の右側面

c B消火液撒布用ホース ・破壊器具・下部にある

布状のものはフェルトで航空機の切断口等に被覆

し出入を容易にさせるもの。



r一一一一一一一一一一一一一一寸

~ I 空港の消防 If 

t一一一一一一一一一一一一一＿＿＿J 
羽田国際空港の西北端，旧ターミナルといわ

れるところの一角に「空港消防隊」の建物があ

る。空港消防隊といったがそれは俗称で．正式

には「運輸省航空局東京航空保安事務所消防

課」という。したがって一般市内にある消防署

とは無関係である。こじんまりとした入口に，

T. I. A. C. A. B. FIRE SECTという標札が

渇げられている。編集子は一刻ここを訪問し，

空港消防というものについていろいろと話をし

てもらった。

消防諜の消防車の車種等について

現在ここには化学消防車2台，破壊消防車 1

台，給水車2台，司令車 1台，それに救急車 1

台の 7台があり，14名が 1昼夜交替で勤務して

います。

給水車というものがあるのは一寸珍らしく感

じられますが，まず化学消防車について…

化学消防車にはl,000プfロンの水と100カロン

の泡沫消火剤がそれぞれ別例に詰まれており，

火災で出動した場合は， 消火剤 50カP ロンに；.K

l, 000カロ ンを出令させてH貫射しています。そ

こで先刻珍らしいといわれた給水車が化学消防

車に水を補給するわけです。 したがって 1台で

2, 100ガロ ンの消火液を撒布します。 化学消防

市のガラスは特殊なものが使われていますから

熱等で害ljれることもないので火災現場に近侵し

て消火液を放射します。その場合ガソリ ン等が

燃えながら流れてくる場介もあるので車体前部

の fから水を放射して消火しかたがた車体に燃

えつかないよう他に流してしまうのです。

化学消防車はさらにCB消火液も積んでおり

この方は耐熱服を着た人聞がホースを引張って

いって放射します。

破壊消防車というのは・・・…

名のとおり不時着あるいは墜落した航空機の

中にとじこめられている人を救出するため航空

機を破壊する特殊な探具を積んでいます。たと

えば電気鋸とか斧とかいった切断器具類が主で

す。この車は別にCB消火液も積んでおり，ま

た照明穏具も積み，車の前縁にはウインチが着

いています。

出動の場合について・．．．．．

ここの出動は原則として航空機の事故に限定

されています。飛行場内であっても建物の火災

等には応援要請でもあれば別ですが，それ以外

には出勤しません。ところで出動は，コントロ

ールタワーとこことの直通電話で行われること

となっており，消防員がここの通信室に常時勤

務しています。 1－~＇1動向数は大休毎月 10 1 口 lから15

！日！ぐらいまでありますO もちろんそのほとんど

すべてがヰ（故に宅らず無事に居降しています。

出動となると早速各種の消防車とか数急車が

滑走路に沿って点々とならび，飛h'機の着陸と

同時にスタ ー 卜して飛行機を追いかけてゆき，

飛行機の停止点で、これをとりかこむようにする

わけです。

空港消防というのはここだけですか．．．．

いやここ以外には大阪空港にありますが，そ

の他はドi衛隊とか米軍の管理になっています。

（文責 ・編集者〉
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横浜市消防局主催

小中学生防火作文

お よび

中学生消防お話大会

1等入選作品 ； 
横浜市消防局では，毎年小 ・中学校生徒（小

学校は4年生以りから防火作文の募集を行っ

ているが，その第12同の入選者がこのほど決ま

った。

今回は，市内の129校から2,007編という多数

の応募があり，これら学校生徒の防火心育成は

もとより，生徒を通じて各家庭への啓蒙にも大

いに役立たせている。

その中から，小学校6年生の部の 1等入選作

品を御紹介しよう。

作文 の 部

「防火 のために」

横浜市立桜岡小学校6年

石橋 純 子

私は，父にアメリカの火事の写真を見せても

らいました。黒とも灰色ともつかないけむり，

まつかなほのお，それが天をこがすほどの勢い

で燃え上っている光景は，まったく物すごいも

のです。最近の日本では，東京油脂の火事や新

潟の油田などの大火事がありました。叉各地に

起こる大小の火事もあ ります。これらの災害の

起こる原因は，不注意が主なるものと思われま

す。すなわち皆が当然守るべき注意をうっかり

と守らなかったために，知らないうちに火災の

-24 

原因を作ったり，又大きくするお手伝いをした

りしているのです。

火事は本当におそろしいものです。人命をな

くし，人々の財産をうばし、，自分一人の損失の

みでなく国家損失です。私は火事をなくす事も

国を豊かにする方法の一つだと思います。火事

による損害を一つでもなくすためには，子供の

うちから自分のまわりにある小さい火の始末を

確実にする習慣をつけて，注意深くありたいと

思います。カナダの森林地帯に住む人々は，必

ずマッチを捨てるのに棒を折って捨てるならわ

しだそうです。折る時はあついうちには折れま

せんので確実に火が消えているわけで，なるほ

どと思いました。山火事をおこさないために，

このような習慣が出来上っているのでしょう。

私達も注意深くするよい習慣をそだてていきま

しょう。ほんの少し注意をおこたったために，

多くの人々にめいわくをかけ，多くの物を失う

なら，注意のゆきとどいた楽しいくらしの）fが

どんなによいでしょう。

火事は自分だけが注意深く火を出さないでい

ても，他の方から火が出てくれば困ります。で

すから，私達が楽しい生活を送るためにはます

ます科学が発達して，燃えない家や道具が出来

ればよいと思し、ます。そうして，日本の人々は

全部が力を合わせて，よく 注意してゆきたいと

思います。



横浜市消防局主催で例年実施している，第10

｜司の中学校生徒による 「消防お話大会」がこの

ほど開催され，論旨，論調，態度の 3点から厳

重審査した結果， 1等男女各 1名以下の入選者

が賞を受けた。

これら予選会及び決選大会にIU場した生徒諸

君が，社会人となり，また家庭の主婦となって

も，現在の立派な防火心を忘れることなく，更

に知識と恵；欲をはぐくんで，よりよい｜め火指導

者に成長することが期待される。

次に掲載するのは男寸の部 1等の発表文であ

る。

お話の部

｜火遊びをやめよう」

償浜市立老松中学校 3年

村 瀬l 道 雄

朝風が身に しみるH剖民になってまいりまし

た。やがて火の気のこいしい冬を迎えるわけで

あり ますが，同時にそれは，火災の季節を迎え

る事でもあります。ちょっとした不注意、がもと

で，あっとい う聞に，火事という悪魔によって

家と町がなめつくされ，尊い人の命さえ奪われ

るという本当に痛ましい事件のおこる季節を迎

えるわけであります。夜といわず昼といわず，

あのけたたましいサイレンのうなりが聞かれ，

ふだんから見なれた町の一角が，見るも無残に

！発きょと化してしまう。そして，それによって

大勢の人が，取返しのつかないような不幸な境

遇に突落とされてしまう。そういうことが，叉

やがて次々と起って来るでしょう。それを考え

るにつけましでも，私達はふだんから，火災予

防についてお互に注意し合レv火災を出来るだ

け少なくする，いや， H本から，火災をすっか

りなくしてしまう，という気構えを持たなくて

はならない，と思し、ます。

御存知のよ うに，我国は年々火災の為に 200 

億円にものぼる莫大な財斥が失一われておりま

す。我が仙浜市について言し、ますならば， H百和

34年仁｜！には 8681'!'ーの火災がおこ り，この損害額

は4億 9,400万円に達しております。これは，

戦後の最高の数字であります。叉この火災の為

に25人の人の命が失われ，負傷者にいたっては

793人にも及んでいるのであります。

火災による個人的，社会的な煩害というもの

は，まったく想像以上に大きなものである事を

私はつくづく考えないではいられません。

そういう事を考えます時十こ，私達は，私達中

学生としても，火災予防に力に応じた協力をし

なければならなし、と思し、ます。その時，すぐ

思いあたる事は，火災の先生原因の中に，少年

の火遊びによる火災が，馬鹿にならない程数多

くある，という事実であります。これこそ，私

達が真剣に考えてみなければならないことでは

ないでしょうか。

ご参考までに，横浜市に例をとってみますと

火遊びによる火災の発生は，昭和34年中には59

件あり，全体の火災発生件数の 7%を占めてい

るのです。そこで私は考えるわけなのでありま

すが，火遊びによる火災は，何といっても，私

達中学生や，或いは小学生に関係が深いわけで

ありますから，火遊びによる火災の防止は，特

別に私達が責任を持たなければならないと思い

ます。それで，この事について少しお話してみ

たいと思います。

火事をおこす火遊びの中で，一番数が多いの

は，やはりマヅチであります。マッチは毎日台

所でも使い，大人が煙草をのむにも使いますか

ら，どこの家にも，あちこちに置き放しにして

ある事が珍しくありません。それを，大人の人

が留守の時等に，小さい子が何の気なしにノミツ

パ yと火をつけてみたり，叉，マッチの火薬を

削り，筒の中へつめて， ロケットのようにして

遊んだりするわけです。これが火事のもとにな

っている例が少なくないようであります。です

から，これに対しては，－－，， ＇／チは小さい子の取

れないような場所へきちんと置いて，大人でな

ければ使わない，というようにすれば，火事を

防ぐ事が出来るわけでありますO

（中略〉次に火遊びとしてあげたいのは焚火

でありますO これから寒さに向いますと，路地

や，空地や， じ事場等で，よく焚火をしている

のを見かけます。がその仕木をきちんとしてお
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かなかったり，或いは風の為に火の粉が舞った

りしますと，それが大事になる場合が少なくあ

りません。いなかの方では，焚火が元で山火事

を起したりする例も珍しくないようでありま

す。こう考えると，焚火は絶対に油断が出来ま

せん。寒い冬の朝の焚火は，私達にとって確か

に魅力の一つです。通りすがりの道ばたの焚火

には，誰もが手をかざしたくなるのが人情で

す。そして，その時の手先のねくもり，体のね

くもりが忘れられず，つい今度は自分もやって

みようー…・という事になって，それから実行に

移される事になるわけです。そして体がねくも

れば，後は知らん顔というわけです。そしてそ

の結果が予想もつかない大事を引き起してしま

ったりするわけです。

ちょっとここで，自分の事をお話したいと思

います。忘れもしません，去年の 一月の末の

事，夜7時過ぎ勉強会の帰りに家の近く迄来ま

すと，杉山神社の境内の一隅がぼうっと明るく

なっているのが自につきました。私はギヨツと

して近ずくと，まぎれもなく焚火の後でした。

燃やし放しの火が夜風に吹かれて，叉燃え上が

ろうとしているのです。払は危うく大j与を立て

ようと思いましたが，やっと必着いて，ていね

いにふみつぶして火を消しました。これが，も

し強い風にあおられて，家の方へと飛散ってい

ったらどうなるだろうと，まったくひやっとし

た事でした。この焚火は，後で近所の私の顔見

知りの小学生達がやった J~：だとわかりましたの

で，おうちの人にも話して注意してもらったわ

けです。こんな火遊びが一一ー注意すれば絶対に

防げる火遊びが一一次々に起り，次々に火事を

起しているわけであります。

申ず迄もない事ですが，火事の原因の大部分

は，火元の不注意，不始末から起っている事は

誰にもわかっている事です。その不注意，不始

末が大火事をヲ｜き起し，大きな損害と悲劇とを

生み出すのに，私達も火遊びをすることによっ

て一役員っている，という事をはっきり知らな

くてはいけないと思うのです。それがわかりま

すならば，どうか皆さん，火遊びによる火事の

責任だけは私達でとりましょう。火遊びによる

火事だけは，私達の子でなくしましよう。

J't~LIA Bl.J~：：：： 
米国リヲイ177レスヌリンクヲ－装置
犀内・屋外ハイドヲンド・ドレンチャー設備

リ7イ7スル自動獄鰭偶者保f史料矧;t~t~定）ドし〉チアて装置
；制it~備仰は・協共性配管設備全般（設計·$~1・保守）

米国リフイJ'JJ~十ト￥1イッヲλ1リ〉クフ一日本総代理店

西原衛生工菜所⑩
 

株比

木

工

会ネI
U: 東京都港I~尚之i11l 3~ 1 TEL.東京（451）代表5281-(10〕

場東京都大凹区堤方lllJ147 . TEL.東京（751〕4 6 7 8 

（支店 ・出張所） 大阪 ・札幌 ・仙台 ・新鋭J・悦浜 ・広島 ・福岡
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江戸の華時代 の

暮 し の 手帳
( 1 ) 

長亀井幸 次 郎
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、暮しの手帳M の編集者として，あるいは警

句や独特な服装とユーマーなどで雷名をとどろ

かしている花森君が，カミつてある化粧品のスト

アクが多くなつて困つている時の打開策として

、ハピリオH という用語を考え，その品にこの

パリーモードをもっこの名を付けて発先したら

たちまち在庫が空になったという伝説が今日な

お残っている。このように、JllJJ常グでなく ，な

んでも、インスタント M などという名を冠する

とことによって売足が早くなるというのが日本

の実情で，このことは流行に弱し、日本人気質の

-J十を端的に説しているものといえる。

このようなムードのなかで，江戸時代の風俗

絵的物語という古いお話をものして，誌孟諸子

のご気げんをうかがわんとすることなどはーつ

の官危険である。けれどあえてこの冒険を試み

ようとするゆえんは江戸下町の商人の生活の仕

方が，今Hなお日本中の都市生活者が環境改普

と｜幼火への心得とし参考となるべき一本の背’骨

が通っているものがあると考えるからである。

この怠味で以卜即席落語的に江戸町人生活を物

語らんとしたのである。

3年に一度の類焼から

I i:.LJ iでは 3年に一度の火災で焼け出される

勘定になる」といわれるほど，江戸の下町生活

者で類焼を経験する者が多かった。このことが

江戸の下町に住む町人に，宿命であるとして，

これに順応する生活の方法を工夫をあみだした

ことは争われなし、。

すなわち 「火事は江戸の華」などといわれて

いるのも，当時の都市生活に順応しようとする

江戸町人の心情であったといえる。しかも江戸

時代における街区の出火には，大火となる確率

が非常に高かったので，町家の主婦達は必然的

に火災という非常事態に備え得るような生活が

工夫されたのも当然であるといえる。

たとえば，下町に大きい店舗を張っている商

家では，床 Fを掘って水カメを埋めておいて，

出火の場合の消火用水に，または大切なものあ

るいはこわれやすい瀬戸物などをこのとEかに入

れて避難するようにしつけられていた。また糠

味噌を作るにも決して時を使用しないで土カPメ

を床下の土中に半分くらい埋めたものを使用す

る慣習となっていた。

これは火事で避難する際，土などをかぶせて

から逃れれば，たとえ類焼した｜時でも焼け跡に

きて大事なものあるいは瀬戸物類を水の張った

カメまたは地符より取り 出したり，または土ブf

メのなかより糠味噌を取り 出した りして炊き出

しのおむすびのオカツーにすることのできるため

の尉心であった。

このように，江戸の火事は回I人の生活を規制

しかっ依然として生活を脅やかしていた。江戸

時代の商家の主婦は，商先上のことで主人には

絶対に円出しなどしないが（ただし例外は勿論

ある〕麗人，出入の人達への気の配り方は， 主

として主婦の役目であった。なかでも出火騒ぎ

内，

ι



の場合における処置はすべて主婦のさい配にま

つものであって，なかなかゆるがせにできない

重要な任務をもっていた。

従って，出入の職人（値木屋，棟梁，左官屋

等〉には，通常より気を配ってよくしておく必

要があった。このような要請がしきたりとなっ

て表現されたものが，盆，暮のお祝儀として，

出入の職人にその店の印紳纏を与えたり ，ある

いは春秋に行う大掃除の手伝いにかこつけて，

ご馳走を振るまったりして，常に出入の人々が

主婦の命令で，必要に応じて働し得るよう，手

なづけておくことが習慣となっていた。

大きい店舗ともなるとこの春秋に行う大掃除

は，大変な年中行事の一つであった。従ってこ

のような際には出入の職人は早速動員されて，

畳屋は畳をはがして挨をたたいて元通りに敷詰：

めるし，棟梁は弟子達の大工を天井裏にのぼら

せたり床下にもぐり込ませたりして，すみずみ

まで掃除するよう釆配を振ることになっている

し，植木屋は出たゴミの始末から庭の掃除，主日

根の刈り込みなどまでするといったように，そ

れぞれ出入の職人の職能に応じて分担が定めら

れていた。このようにして半日くらいでこの年

中行事の一つである大掃除も片付くと，あとは

一風呂あびて酒盛りという仕儀になる風習であ

った。この際主婦は主人を中心に行うこのノミー

テーへの台所に関するすべての切り盛りの釆配

を振るということになっていた。

江戸の商人が出入の職人達にこのように行き

届いたサービスをやるということは，丁度大名

が多勢の侍（武士なんといってかっていばって

いたが私兵＝用心棒でしかなかった。〉を養って

おいて，イザという場合持出して戦わせて，身

の安全を確保しようとした諸大名と同様に，普

断から職人を手なづけておいて，非常の場合は

～主として火災の場合であったが時には洪水，

津波といった水災の場合も含まれた。～真先き

に駈付けてきて働いてもらうためであった。

落語などに出てくる町人階層の人間関係が大

名と侍の関係より親密に結び付いていたのは，

主として江戸の火事がもたらした，当時の社会

連帯のー形式であったといえる。従って職人達

no 
n
，ι
 

もお得意先の火事のことを何時でも念頭におい

ていたことが，芝居や講談における美談として

今日なおのこっている。

一寸派手な商人の主婦ともなると，芝居見物

に出入の職人に印紳纏を着用させて，お供と し

て連れて行くことなど，決して珍らしいことで

はなかった。

火事見舞心得帳

火事に対する当時の市民の心得も山の手及び

下町の差はともかく，現代とは可成の相違があ

る。

大名屋敷においても，下町の商家におけると

ほとんど同様であった。すなわち普通の家々は

どこでも天水桶を備えておき，またスワ火事と

いう時には，すぐ飛び出すのに最も郎合のよい

ところに火事袋をぶら下げ，提灯と地下足袋と

印幹纏を適当な箇所に用意しておくとか，ある

いはまた倉（土蔵〉の前には大ガメに水泥を蓄

えておくようにしつけられていた。そして毎月

一回この土蔵を受持つ左官の親方が，必ずこれ

を般き廻しにくるということが↑民習となってい

fこ。

これは火事の時に，土蔵の扉を閉寒した時，

目塗して火焔が土蔵内に浸入することを防止す－

るためである。この泥水が間に合わない場合に

は，味噌を用意しておく町家もあった。 しかも

火事の際イの一番に駈け付けてきて，分担の倉

を防護するのは左官でなけれびならない提であ

って，もしもこのお得意の倉が，焼け落ちると

いうことになった場合には，出入の左官にとっ

ては最大の恥となっていた。すなわち出入先の

倉が焼け落ちるということは，左官職人にとっ

ては，仲間に顔向けができないムードがあった

わけである。

この印紳躍というものは，当時の級人階層の

人々にとっては一種の礼服であり，かつ，火 'j~：

見舞の時の非常線突破できる信用の目標でもあ

った。また出入の職人や店子にこのような紳継

を着せるということは，その店の広告せん伝で

もあった。



幸田露伴の、五垂の塔グには江戸時代の職人

気質のムードが文学的に表現され，お得意に対

する責任感を強く持っていたことが，巧みな文

書をもってMi写されている。 （主主i刊以伴：五屯

の搭；境代日本文乍全集8在，改正'i？：！・版〉

一般に江戸下町の｜羽家では，常に近火見舞に

備えて毎晩お米をたくとき，すくなくとも一升

分ぐらい余分に炊いて，こ飯を翌日にまで残し

ておく風習があった。 しかもそれに副食物とし

て塩鮭と沢庵とお泊一升は必ず備えておくこと

が，当時商家の主婦の重要な生活への心得であ

った。

「馳付三杯」という語源

江戸に尚家を構えれば， 三H一度は必ず、ジ

ャ－ ＂／＂という半島、 'ii.の音に千待やかされるのが，

冬の佼のならわしであった。 （出火件数は今日

の東京よりはるかに僅少であったが，人－火にな

る可能性は，今日では想像できないほど濃かっ

たのは事実であった。）

夜中に半鐘がなれば，ただちに飛び起きて

「火事は何処だ」と纏めねばならなし、のが， 卜

町の町家住いの庶民の習悩であった。そしてHi

火箇所付近に取引先やお得意係が存在すれば，

ただちに紋章入りの 、おだわら提灯グを片手に

して，火事の近くのお得意さんのところに駈付

けるべく家を飛びだすのである。このため商家

では普段から，毎晩火事見舞のための小僧を待

機させておき， ソヲ行けといったらすぐ飛び出

し得るように族けられてあった。

当時小僧といっても，血気な男性であるので

すぐ印紳纏と地下足袋に身を固め，火事場まで

駈けて行くというのが風習となっていた。

自転車などという便利なものがない江戸時

代，ス ワ火事だというので，八丁堀から浅草あ

るいは麹町辺までマラソンするのであるから，

よほど足達者の者でないとできないことがらで

ある。

屋号入りの大きい弓張提灯を高くかかげて，

火災現場付近の円的であるお得意先の家に到着

するや否や「××屋でございます，お見舞に上

りましたアグ」と大声で提灯を振りながらドナ

ルことになっていた。

このような火事見舞は，目的が子伝いである

のはいうまでもなし、。またこれが彼等の商売の

p Rでもあったのである。このように，当時の

火事見舞のシキタリは，相手の家が全焼したII与

は仕方がないが，火が付きかかるような場合は

命がけで荷物の持ち出しを手伝い，翌日などは

手拭と食料品とを見舞品として届けるならわし

となっていた。

また自分のブiが見舞一われた場合には，家ががL

失すれば万事休するワケであるが，近火ですん

だ｜侍には，長提灯を高く山して，見舞客が混雑

のためマゴツカヌょう家の目標とすることが風

当と必っていた。

その際，駈付けてきたものに，お糸ソンに冷

i幽を1よぎ飲んでもらし、，また遠）jよりきた人々

には，ニギリメ シに沢崎でft・J1：をしてもらい，

かつ全部に祝儀袋をLUさねばならない仕きたり

となっていた。つまり町ー家の主婦は，このため

ご飯の炊き残し，J盆鮭や澗などを， rlli述のよう

に毎晩用意しておくということを心得ていねば

ならなかった。

従って火事見舞というのは，与えようによっ

ては， 下町の商人達の仲間jでの人間関係を形成

する社交の場でもあった。すなわちこっちが出

せば必ず次の機会に，必ず先方より見舞をよこ

すといったぐあいに，自然とこれが町民達の仁

義となって残ってきたのであるO

史ーするに下町の商家では，生活への常備品，

気構などはいづれも火災l時を中心に用語、工夫さ

れ，これが生活への常識となっていた。

こんなわけで，見舞にはせ参じると，すぐ冷

酒を飲まされ，これが三杯ぐらいに及ぶことか

ら，いわゆる、カケツケ三杯グという用語がで

きたのだという落語のような学を振り廻すも の

もいるのも，このような事情からであろう。

なお具体的に，商家ではこの火災を中心に，

どのような備えをしていたか，これを場所別に

列記してみるとおおむね次のようになる。

(1) 玄関廻り。弓張提灯，長提灯 （弓張には

屋号を長提灯には定紋を入れ苗字を書いた

もの〉をそれぞれ数振り。
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(2) 火事袋。布製のもので，イずとい う場介

I I ff±/をほどく時｜討！がかかるから，ただちtこ

倣けるように，必ず紙で作りtrli渋を塗って

おく。

袋の中には，火打イ 1, ローソク，J也卜厄

袋，制，手拭等，非常時にすぐに役立つよ

な品物をおさめておく。

（め出入 11付近。梯子，鳥山樋棒，制，大

がめに水を張っておく（用水桶の代り） 。

(4-) 以上の外に，適量の食料品と祝儀袋， 家

族の寝る枕元には，必ず着替えー揃を風呂

敷に包んでおく。小さい子供のある家では

非常の場合だれがどの f供を背負って逃げ

るかというように，それぞれ避難への役目

を分担していた。

男衆は枕元にねんねこと紳纏と帯，それ

に鼻紙，手拭を添えて胤品敷に包んでお

く。そして男衆はだれでも必ず印紳纏と地

下足袋と手拭とを用意して，寝る間も側か

ら離さねといった非常事態に対応するよう

な心構えが習慣となっていた。

（筆者 ・ 損害保険料~算定会火災保険制＼）

一一一一一一一
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消火原理の化学的側面

ー ドライケミカ jレの消火効力に関して－

，EIJ
 

E
r
 

、Jγ

，．

従米ドライ ケミカルは消火剤としての効果が

広く認められているにも拘わらず，その消火原

理については明かでない点があった。先般到着

した NFPA Quarterly 1960 April所載のアン

スル化学会社（AnsulChemical Co.）のArthur

B. Guise 氏の研究はこの消火作用の解明に有

)Jな手がかりを与えたものといえる。同氏のこ

の研究は単にドライケミカルの消火作用にのみ

留まるものではなく，一般に消火原理の説明と

して従来等閑視された嫌いのある化学的側面に

ついて興味ある考察を提供している。以下がそ

の TheChemical Aspects of Fire Extingui-

shmentと題する研究の要訳である。

序

従米一般μ；燃焼という胤象が）！¥i;立つよるには

t.＇！＼，燃料及び般糸ーの 3~；；転が必袋であると云わ

れて米たが，このよL力ーは余りにも単純に失して

いる。j泣近の研究結民からみると燃焼には 3つ

の炭素でなくて 4つの炭素が必袋であるという

べきで，上＂己の熱，：燃料，酸素に加えて火焔内

部での化学的述鎖反応（ChemicalChain-rea-

ction）という新しい要素を考えねばならない。

従って消火作用についても冷却， nJ燃物除去，

円安索の遮断という公式以外に「火焔の連鎖反it;

111 Lilょ」を加えるべきであり，而もこの述鎖反比；

l¥IL止作mはある位の消火剤の効民を説明する場

合に極めて重要であることが研究の結果から，；!r!,、

められる。

以上のことを念頭において以下順次各種消火

剤の作用について考察してみよう。

村ー 鉄 彦

水及び水溶液

水は最もありふれた，最も古くからある又最

も低廉で最も大量に存在する消火剤で，その効

果は熱の除去Bilち冷却作用にある。 E!llち燃焼し

ている物質は可燃性ガスの放出が不日J能な温度

に迄冷却され消火される。

このようにただの水としてでなく，スチーム

とか泡として用いられる場合には酸素除去民11ち

可燃物から酸素の供給を遮断する窒息作用をu
なうが，何れにせよこれらは物理的な作用であ

る。湿潤剤（Wettingagents ・ ・ 水の漆透性を

J脅す添加剤〉及び粘着力増加剤も水の冷去｜げF用

増大の目的で月jし、られるもので，化学的意味は

もっていなし、。

これに対して炭酸カリを他の添加剤と共に水

溶液として月lし、た場合は，水による消火につい

ても化学的な作用が みられる。この水溶液

(loaded str巴amとl乎ばれる〉は－40°C迄氷

結しないという効果もあるが，木，布， 紙など

の符通火災に月Jし、た場合， ただの水よりが~)Jが

大きく，且っただの水ではスプレイとして肘し、

ても効果の即j待できない－nJ燃性の液体に刈しで

も効果のあることが認められている。

このような事実については1928年 Thomas

と Hochwaltの研究でも認められているが，

彼等はアルカリ金属（Li,Na, K, Rb, Cs）嵐

の水溶液は陽イオンの原子誌が用方11するにつれ

て消火効力が明大し，又酸素Jえびハロゲンの陰

イオンを伴う場合に効力が最も著しいことを_hl

出した。彼等はこの作用を目して燃焼反応に対

する負触媒効果と名付けたが，これらの溶液の

消火効力は化学的連鎖反応阻止の作用に基くも
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のと推定される。このことは炭酸カリの水溶液

を実際に用いた経験（上述のようにスプレイ状

にして可燃性液体の火災に用いた場合極めて有

効で、ある）からも認められる。

炭酸ガ ス

炭酸プfスもありふれた消火剤でその作用も水

と同様に単純である。即ち燃焼範囲に放出され

ると，反応する物質一一酸素と燃料一ーを燃焼

持続に必要な濃度以下に稀釈する働きをする。

消火対象は電気火災を含むあらゆる可燃物の火

災に使’用可能である。但し普通火災の場合は可

燃物が再発火しなくなる迄温度が低下するに充

分な時間，可燃物を酸素と遮断することが必要

となる。

ハロゲン化炭化水素

各種のハロゲン化炭化水素の消火効力に対し

ては多くの研究が行なわれ一時はこれらの消火

作用は蒸発に伴う冷却作用と空気及び燃料の燃

焼ガスの稀釈による壁息作用によるものと考え

られた。然し現今ではこれらの消火剤の作用の

恨幹は化学的連鎖反応の阻止であり， ハロゲ ン

は水素原子と結介してその反応を阻止し，燃焼

作用の継続を断ち切るのであると信じ られてい

る。

この種の消火剤の中で， 4塩化炭素はたやす

く入手でき，価格も比較的に低廉であるが，点

性がある為に急速に用いられなくなりつつあ

る。

1；塩化 1臭化メ タンは第2次大戦中ドイ ツで

開発されたが， 4塩化炭素に比較して毒性が多

少少なく，消火効力が優れている。

臭化メタンもよく知られた消火剤で米国より

も海外諸国で広く用いられたが，毒性が4塩化

炭素より益かに大きいという欠点の為に米国以

外でもすたれて来ている。

；最近弗化臭化物が消火剤として研究されて居

り，その中の 1つである 1臭化 3~m化メタン

(Halon 1301〕は軍部かられ：llされているが，

価格が境在1ポンド当り $4近いという尚仙iの

為，採算L的に民間で広く採用されるには至って
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いなし、。然、しその消火効力は極めて大であり毒

性は少ない。

ハロゲン化合物の消火効力について注意すべ

きは実験室での試験結果が優れていても，実際

に消火に使用した場合の結果について慎重に検

討する必要のあることである。特に爆発試験管

法（explosionburet Method〕で試験した場

合には実際の消火効力との聞きが大きし、。

実験室で試験するには燥発試験管法が便利で

あるが，これで得た数似は燃焼反応が既に進行ー

している状況下のものでない般，~際の火災と

は兇るの但し実験資料も同定ノスノレを用いた大

規模実験であれば適切に施設された実際の固定

ノズル装置に適用することができるの消火探や

ホースを用いてハロゲン化合物を消火に用いる

場イ？には環論的に有効でも，治lj約を伴うことが

明らかに認められる（第1図参照〉

ドライケミカル

ドライケミカルは上述の消火剤と異り，重炭

酸ソーダの細かい粉末に少量の添加剤を流動性

地加と防湿との目的で加えたものである。

1を炭酸カリもドライケミカルとして使用する

ことができ，且つ実験でも実際の消火でも重炭

椴ソ ーダより効力の大きいことが判っているが

未だ市販されてはいなし、。

ドライケミカルの細かい粉末は容器から乾燥

カヌ（空気，炭酸ガス又は空素）により加圧さ

れ筒先を通じて放出される。この筒先から放出

し拡散する状態は水の場合に類似しているが，

その消火作用は全く異る。それは化学的連鎖反

応阻止によるものと考えられる。他の消火剤に

あっては何れも冷却又は稀釈作用が重きをなす

が， ドライケミカルにあってはこれらは第2義

的な意味しかもたなし、。塩化ナトリウムのよう

に熱にあっても容易に分解しない物質でも粉末

として用いた場合に有効な消火剤となる事実は

これを表書きしている。

前述のように燃焼に欠くことのできない新し

い4孫 11の安京J!IJち辿$j＇（以此、はげlの内部に遊離

法（freeradical）が存ギじすることを立味する。

この遊離基が可燃物と酸素との双方に作用して



更に遊離基の供給或いは増加を促して連鎖的に

燃焼作用を継続するのである。この例として単

純な水素の焔の場合を考えてみればよい。遊離

基は自ら発生し続けるが，不活件化物質が挿入

対し約2億個のドライケミカル粉末を必要とし

水素の火焔の場合は 1立方択当り20億個が必要

である。

aは（－）／＇；，），：！！；：賞作法（ ii: 1 ) fZZl 
｜占lむ ノズルによる 小｝Jl.校試験 E三ヨ
消火山を！｜い、た大規校消火 (ij2）［二コ

4塩化炭素

炭酸ガ ス

｜塩牝 ｜臭化メタ ン

｜臭化 1沸化メタン

ドライケミカル

~ 
E三三三三ヨ
仁二二二コ

Z乙乙?ZZl
E三三三三ヨ

V///////A 

V///////////1 

←一一 一一 一一一二二二二ニ ゴ

~γー ？な L

各種消火剤の比較

消火剤はその種額によって或いは化

学的に或いは物理的に，Xは両者を併

用した作用を行って消火を達成するが

その効力の大小は一定の大きさの火災

を消滅するのに必要な消火斉ljの量で表

わすことができる。これを図示したも

のが第3図であるが，これでみると消

火剤は何れも単位時間当りの放出世が

ある限度以下になると消火できないこ

とが判る。

ドライケミ カルの場合はこの他にい

ま1つの極めて

前要な要素があ

る。粉末の杭の

大きさがそれで

ある。 研究結果

によれば連~J（反

応阻止の作用に

(iic I )llAHHYI・:. MOHAN JH. DビVビLOPMENTSIN ド lHιEXTLNGU IS ll EHS ” SY~！ドOS fUM ON FlHE 

於いては遊離基

がある物質の表

面に附着するこ
ιXT!N(;lJJSllMビNTHESEAHCH AND ENG 別EERING 11.S.C E.HES. & EVAl..J_i¥B .. NOV.’54 

(ii・ 2 )LINIJEHll『HITEHS IJ¥BOKATOHJESの消火協のii'i火対JMt＋士”1¥!!11!に上る

とが根本的な役
第 1Iχl iW火斉ljの効力比t絞 （if( 4：：ベースによる） 害ljを演ずる。 こ

されるとこれに凝集したり，或いはこれと結合 の遊離基の附着する物質がドライケミカルの粉

したりして捕捉されて発生しなくなる。ドライ 末であるから，粉末が細かければ細い程，一定

ケミカルの消火作用はこの化学的作用に基いて 量の粉末の有効面積が大きくなり，遊離基の飛

いるのである。焔の中に放出された細かし、粉末

は遊！雛基を捕捉して連鎖反応を阻止し，殆ど瞬

間的に火焔を鋲滅してしまう。 （第2図参照〉

つまりドライケミカノレは一見 FlameArres-

ter に似た働きをするもので，焔はこのドライ

ケミカノレの煙幕を通過することができず，叉燃

焼が進行している所にこの煙幕が生ずると火焔

は消滅してしまうのである。

この FlameArrester としてのドライケミ

カルの働きは次の事実からも読みとれよう。長11

ちガソリン火災の消火の場合は 1立方択の焔に
~'l 2 Iχ｜ 水ぷと般ぷの；燃焼 j •主主J'i ）＿；~ Lι 
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散距離は短かく限定される。第4図は表商積の

消火効力に及ぼす影響を示す ものであるが，こ

の独立に行われた 2つの実験と 1つの理論的計

算とは概ね一致していることがみられる。
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｜て述のように従来の火災の概念は新しい研究

結果から改められるべきものであり ，燃料，

熱，酸素に加えて火焔の連鎖反応を認めねばな

らない。この新しい見地から消火剤の働きを検

討すると，水は各種の添加剤によって符；々の形

態をとるが，その作用は冷却或いは安息の作用

であり，炭敵カスは反応、物質の稀釈乃不｝俊素除、

j、：ilの作用を行ない，ハロゲン化合物はこれらの
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作用と連鎖反応阻止の作用を行なう。 ドライケ

ミカルはこれに対して殆ど全く連鎖反応阻止の

みによって消火を行なうものである。 （完）

（筆者 ・東京海上火災保険株式会社 火災業務部技

術課〉
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予防広報部
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Sは しがき

プロパンガ、スが一般に家庭用燃料として使用

されるようになったのは昭和27年頃からで，そ

の後需要が急速に伸びて昭和35年度の生産量は

300,000トンに達し，昭和25年度の生産量1,100

トンに比較して実に 280倍という鰐異的な数字

を示し，全国の需要家は約 290万戸と惟定され

ています。

当初プロパンガスはその利便さから好評を得

て需要が急増したため，器具の粗悪化ならびに

E事の粗雑化を招来して必然的に相次いで、事，1改

が発生し「プロパンは危険なもの」という観念

が一般的なものとなりました。しかしその後凶

係者の自戒により様具の改良 ・工事の徹底等事

~＆防止に対する努力が一払われたことと加えて，

「危険意識をはるかにと同る便利さ」にひかれ

る需要により相変らず増大し，ここで．三年後に

は都市ガスの需要戸数を上阿るのではないカ‘と

推定されるほとー急速な伸ひeをみせたわけです。

私共が干千通「プロパンガスJと呼んで使って

いるガ、スは，正しくは「液化石油カス」と呼ば

れるべきもので，プロパン頗とフタン類のガス

が混合されています。その組成は「液化石油ガ

スJというようにイこはh系の炭化ぷ素でイj油と一

緒に産II＼製造されるためその性質も天然、ガス

（メタンガス）と照発油との中間的な1'1:質をi'N
っています。例えば私共がlj二倍している空気1j1

（常蹴，常圧〉ではメタンガスのような気体で

すが，得器の中に入れて圧力を加えると液化し

て障発油と よく似た液休となり，体積は気体の

ときの約 1/z;oとなります。従って運搬及び貯蔵

イヒ 塚 ）氏

するのが簡単となり，使用するとき圧力を下げ

れば再び気化してガス状態となるので都市ガス

と同じように燃料として使用できる便利な性質

をもっています。 このことが一般家庭用或は鉱

工業用燃料として広く採用されるようになった

理由ですが，このいちぢるしく明大した需要と

対比して， c判奴売にたづさわるもの及び消出

者が，フロ パンカスについてどれだけの知識を

持たれているかというこ とを考えるとき，従来

の事故例は甚だ悲観的であり，防災の任にあた

るものとしてはいささか危ぐの念を感じさせら

れます。

そこでプロパンは何1＇＆危険か ，1nJ処にit二店；し

なければならないかということを家庭燃料の消

1賢官を対象として述べてみたいと思います。

Sあなたの家の工事は適正ですか

プロパンガスの災害に共通することは，’l-i：放

の大部分がなんらかの原因でガス洩れを起しづ｜

火していることです。従って火災予防の毛点、は

カスが洩れる原閃はなにかを究明L，そのあl策

を樹てれば良いわけです。

1. 容器及び第一次調整器は屋外に

プロパンガスの容器の中には図にぷすように

尚い圧）Jを加えて液体とした液化プロパンが入

っています（この圧力はカスの組成が一定なら

ば誌が減っても変りありません。家庭用のもの

が圧力が下がるのは，プロパン類とブタン類、と

の混合ガスであるため蒸発し易いプロパンがさ

きに消費され，蒸発力の低いブタンが残るから

です）この容器内のガスは圧力が高すぎてこの

E

－u 
丹
『
U



まま取 り出したのでは使用できませんから，燃

料として使用するのには適当な圧力まで減圧し

なければなりません。この減圧する装置が調整

器です。民｜］ち図に示すように第一次調整器を境

にして容務側は高い圧力，燃焼器具側は低い圧

力となるので，若し高圧側にガス洩れがあると

低圧側とは比較にならない多量のガ、スを放出し

て駆めて危険な状態となるので，容器及び第一

次調ヰ容器は屋外に設けなければなりません。

高庄斗－~斤

i ／調整器

J.. き具へ

2. 容器は通風の良い直射日光の当らない場

所に

液化ガスは気温が上昇するにしたがい蒸発が

盛んになるため，容器の中の圧力（蒸気圧力〉は

急激に上昇します（例えばプロパンガスは O。c
のとき 2.6kg/cがの蒸気圧だが 40°Cでは 12.3 

kg/cm2となる）従って直射日光や火気により過

熱されると内圧が異常に高まり安全弁からガス

がH賞出するようになりますから，このような状

態を作らないように容器祖度は 40°C以下に保

たなければなりません。 Y.蒸発するときには熱

を外から奪いますから容器は冷却されて，普通

の使用状態で液は気温より5～10°C位冷えてい

ます。この混度差により外気から容器に熱が流

れ温められて蒸発が継続することとなりますか

ら容器は通風の良い場所に置くことが必要で

す。このことは万一ガス洩れのあった時にガス

をf僻留させないためにも大切なことです。

3. 床下又は地下室に設置することは危険

、プロパンガスが都市ガス と比較して危険な

ものであるグという ことの大きな理由は，ガス

の重さが空気と比べて重いということです。都

36 -

市ガスの重さは空気のQ.5～0.6倍で空気より軽

いが，プロパンガスは1.5～2.0倍の重さを有す

るため，ガスが洩れた時は（目には見えないが〉

カスは下に沈んで床を這い低い所にたまりま

す。床下，地下室等に設備するとガスはどこに

も流れ出て行かず，たとえ少最のガス洩れでも

それが蓄積されて，たまたま金属の接触等によ

る火花，電気スノミーク，火気の使用等で爆発事

故を起すこととなります。

同じ理由で容器の置いてある附近の床下に通

ずる孔，低い窓又は出入口等があれば洩れたガ

スはそこから流れ込み蓄積されますから，設置

に当つては，容器の位置とこれ等の開口部との

位置関係から万ーガスが洩れた場合はどこに流

れて行くかということを考慮しなければなりま

せん。前述の通風口は漏洩カスを安全に屋外に

排出するためにも有効であり，又この通風口の

位置は下部に設けなければならないことはガス

比重からお判りのこと と思います。

4. 都市ガス用の器具はプロパンガスには使

用てきない

ガス燃焼器具の設計上，ガス圧力，発熱量，

必要空気量，ガス比重等は器具各部分の寸度決

定に大きな影響を与えます。そこでこれ等の要

素について両者を比ii唆してみると次のとおりと

なります。

a ガス圧力

プfスが継続して燃焼するためには，一定の圧

力をもって器具のところまで送られていなけれ

ばなりません。この圧力が都市ガスにおいては

（東京ガスKK供給〉水柱 38～250ミリメート

ル（平均 100ミリメートル）で供給されている

が，プロパンガスでは 280ミリメートルに調繋

されている。

b 発熱量

燃焼とは，通常空気中の酸素によって燃料が

急激に酸化され熱と光を発する状態をいうので

あって，この時発生する熱量を発熱量といいま

す。都市ガスはガス 1立方メートル当りの発熱

量を 3,600キロカロリーとなるよう種々のガス

を混合して調整していますが，プロパンガ、スは



1立方メートノレ当り24,000～30,000キロカロリ

ーで都市ガスの約8倍という高い発熱量を有し

ています。

c 必要空気量

ガスが完全燃焼するためには， カスと空気が

適正な比率で混合される必要があります。都市

ガスでは 1立方メー トルのガスが完全燃焼する

ため必要な空気量は約 3.5立方メート ルですが

プロパンガスでは約28立方メート ノレの空気を必

要とし，都市ガスの約8倍の空気を必要としま

す。

d カス比ill（前項参照〉

以上のように各要素についてそれぞれ大きな

相迫があるため，外見は同じようにみえても各

部分の寸度に大きな相違がありますから，両者

を兼用することはできません。

5. 配管は金属配管とする

配管系統からのガス洩れとしては， ゴムホー

ス（又はビニールホース〕の亀裂，脱落，焼き

切れ等によるものが多く，ホース部分が最も弱

いことが判ります。従って配管の大部分は金属

配管としホース部分は必要最小限に止めること

が必要です。これは叉万一事故が起きた場合の

初期消火に大きな役割を果たします。例えば屋

外にある容器からずムホースで屋内の燃焼器具

までヲ｜し、て来ている場合に万ーゴムホース部分

が焼き切られて事故が発生した場合，火は急速

にホース部分から屋外まで達して初期消火が非

常に困難な状態とな ります。 この場合金属配管

で屋内に引き込みコックを経てホースに接続し

てあれば火焔の伝走は金属配管部分で止まり，

かつコックを閉める ことによ り簡単にガス焔は

消火することができます。

S日常どのような点に注意したらよいか

前章では主として設置時において，容器の位

置，工事の方法，器具の選定について述べまし

た。さてこれ等の事項が全部良好ということに

なりますと，火災となる要素は相当減少したわ

けですが，まだ完全とはいえません。これから

述べる日常生活における管理，取扱いの適正と

いうことが守られて，始めて万全といえるわけ

です。

1. 容器，器具の取替時には特に注意せよ

仕事に慣れるとかえって気のゆるみ易いもの

です。業者も数多く扱っていますとコックの締

め忘れ，ゆるみ等ついうっかりすることがあり

又未経験のものですとネヂを回す方向を誤り，

かえってゆるめたり，甚だしいときは捻切って

破壊してしまい，多量のカF スを噴出させること

がありますから取付け取り外しの際は特に注意

し，附近での火気は一時使用を中止することが

必要です。

2. ゴムホースの老化に気を付けよ

プロパンカスは部発油と同じような性質をも

っている強力な溶剤ですから，ゴムホースや安

物の塩化ビニールを溶かします。従って期間の

経過とともに接続部が抜け易くなるので、必ず締

付金具を使用するとともに，時々点検すること

が必要です。叉コ、ムホースは弾力が強く亀裂の

入り難し、ものを使用しなければなりませんが，

それでも寿命は 1～2年と考えてホースの老化

に気を付け安全なうちに早く取替えることが大

切です。

3. ガス臭があるときは火気を使用しないこ

と

プロパンカスの臭いは，揮発油のよ うな良い

です。法令ではこの臭いについて 「空気中に容

量で 1/200以上混入したと き感知できるようなに

おいのあるプロハン」には「有臭」という朱い

票紙宏はることになっていて，現在使用されて

いる一般用の燃料は殆んどこの「有臭 プロパ

ン」が使用されています。揮発油のよ うな具が

したら一応ガス洩れがあると考え次のことを守

らなければなりません。

a 火気の使用は絶対に禁止

極めて簡単なことのようですが，注意するこ

とのいかに難しいものかという事例がありま

す。その事例は夜間ガスの臭がするので「プロ

パンガスが洩れているのではないか」と思い，

確めるために電灯をつけようとしたらあいにく

η
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停電で電灯がつかなかった。そこでついうっか

りとライターをつけた瞬間漏洩カスに引火爆発

して火傷者を出したものです。ガス洩れには如

何なる場合も火気は厳禁であり，靴底の鋲にま

で気を付けるくらいの細心さと徹底した火の用

心が必要です。

b 容器元弁を閉める

各部の配管，調整器等にガス洩れがあり，ネ

ヂ部を締めようと してかえってゆるめてしまい

洩れを激げしくし事故を起した例がありますか

ら，まず容器元弁を閉めることが肝要であり，

克弁には必ず開聞を明示した回転表示を してお

かなければなりません。

c 素人修理は危険

配管部からの漏洩等の場合，前述の如くプロ

パンは溶剤ですから，ガス洩れを止めるための

材料として麻やペイントを使用することはでき

ません。素人工事の危険を避けてすみやかに業

者に修理させ，漏洩検査を厳格に実施させなけ

ればなりません。

4. 燃焼器具の位置に注意

（周囲可燃物との関係）

プロパンに限らず，すべての燃焼器具に共通

することですが，東京都火災予防条例では，こ

んろ，かまど等は不燃性台上に据え付け，その

台は焚殻が落下しでも危険のない充分な広さと

し， 器具は可燃物から周囲30センチメートル以

上， 上部 1メートル以上はなすこととなってい

ます。

周囲との関係上特に注意しなければならない

ことは，焔の伸びに気を付けることです。普通

の使用状態では貝ー常ないが大きな鍋をのせると

焔は横に伸び可燃物に近接して事故となること

があります。このような場合，安全上トタン張

りとしてある壁体においては特に注意が必要で

す。可燃性壁体をトタンで覆った構造では，揚

物等の場合油に火が入って急激に火焔が拡大し

たと きは火災の拡大防止に大きな効果がありま

すが，長時間にわたって低い温度で熱をうけて

いる場合は効果がなく（トタンは熱を伝え易い

性質を有するため〉かえってトタン板があるた
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め，その裏にある可燃物のくすぶっているのが

発見できず壁の中を火焔が這い上がり，気が付

いたときは拡大状態になって，初期消火のI時期

を失する場合があります。周囲がトタン張りで

あっても，器具が接近しているとき（或いは前

述の火焔の伸びにより熱を受けたとき〉はなん

の効果もないということを知らなければなりま

せん。遮熱するときは，燃えないというだけで

なく熱を伝え難い材料（石綿 ・アスベストて引

を使用することが必要です。

このほか，燃焼器具の上部に布r!J掛けを作っ

たり，可燃物を置くという常識外のことが案外

多く事故を起こしているのは困りものです。

S火災に対する心構

身近かに火災が発生しますと心の平衡を失い

ガス栓を閉めようとして反対に聞けてしまうも

の，消火器をもってきても使い方がわからず，

そのまま火の中にほおり込むもの，石油コンロ

をけとばしてしまうもの等，小火ですむ火災を

みすみす全焼させてしまう場合が相当数ありま

す。では何故あわてて適切な処置がとれなし、か

というと，これはやはり平素の心構ということ

に帰着いたします。天ぷらを揚げているとき，

もしこの油に火が入ったらどうしたらよいか ？

プロパン容器から火が日立いたらどのように処置

したらよいか ？というようなことに疑問を持ち

その対策について考えてみる必要があり，そう

すれば必然的に消火方法はどうするか，消火準

備はしであるかということに及び，事故発生の

場合反射的に適確な行動に移ることができま

す。

プロパン容器の火災や油火災等には特殊な消

火知識が必要ですが，一般的な火災に対して最

も有効な消火剤は水であります。 Vド常パケツ

一杯の水は，その水のもつ消火効力もさること

ながら，準備しであるということで得られる心

の鎮静作用が大きな効果ですM

1. 火災が起きたときの一般的心構

すでに燃え広がっている火災については，ま

ず消防機関へ知らせることを考えるべきです。



しかしながら一点初期の消火ということも大切

なことで，この通報と消火ということを両立さ

せるためには，火災を白分一人で始末しよう と

することはいけません。大声を挙げる等して附

近に火災であることを知らせて助けを求めて通

綴及び消火することを図ることが必要です。

（簡単なことのようですが火災の初期において

はー特に自己が原因のときには一火災をかくし

たがるものです〉

2. プロパン容器から噴出する火焔に対する

処置

容器取替等の際誤って高圧力スを噴出させ火

災となる場合があります。元弁に近寄ることが

できれば，パノレブを閉めることにより簡単に消

火できますが，火熱のため近寄れないときはど

うするか ？この場合は炭酸ガス消火器又は粉末

消火器が最も有効です。水及び前記以外の消火

掠では消火が困難ですから，周囲の可燃、物に水

をかけて延焼することを防ぐ以外に方法があり

ません。消火行動の際誤って容器を倒すと液体

が，H貰出するので益々火災が拡大して手がつけ

られなくなりますから特に注立しなければなり

ません。

3. 容器が周囲可燃物の火焔に包まれている

とき

容器が周囲の火災により熱を受けているとき

は，容器が正しく立っているかどうか見なけれ

ばなりません。正常に立っていれば安全弁から

ガスが噴出すると液化ガスの性質上液は冷却し

て内圧が下がるとともに，容若告を過熱による弱

化から防ぎますが，容器が逆さや横倒しになっ

ていると大変です。前記のように火面が拡大す

るばかりでなく，ガスの蒸発による冷却効果が

失なわれますから内圧が異常に上昇して容器破

境を起こし，破片は相当距離 (100メートルを

超える）まで飛んで恐ろしい結果を招くことと

なりますから，このようなときにはすみやかに

退避しなけれぽなりません。

この場合消防隊は，遠くから水をかけて容器

の冷却をはかり，爆ー発を防ぎながら消火を図り

ます。

5むすび

以上一般家庭用燃料としてのプロバンカスと

火災子防ということについて述べましたが，工

業用等において多量に使用する場合においても

その火災予防上の主眼点に変りはありません。

要するにプロパンガスは，ガスの性質を考えて

完全な設備をし，日常の管理を徹底すれば便利

なものですが，その知識を欠き不完全な設備，

取扱，をすると恐ろしい結果を招き易いもので

す。

、完全な設備をなし，家内中のもの全部にプ

ロパンガスの知識をもたせ，正しい取扱と管理

をするよう d心j卦けましようグ

（筆者 ・東京消防庁予防部予防課〕
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良となった結果漏電したものと推定されてい

る。この事故の場合も洗濯機のアース線が水道

栓に完全に接続されていたら感電は起らなかっ

た筈であるから，事故の時はアース線の接触が

不完全となったものと考えられる。これらの事

故の例から見ると次の注意事項が考えられる。

1.洗濯機は乾燥した床上から取扱うようにし

てなるへく浴室の中から取扱はないこと。な

お洗濯機を浴室におかないように新築設計に

は置場所を考えること。

2.鉛管の水道があったらこれをアースに利用

するごと占利用できなければラヂオのアース

程度では効力がないから十分低い抵抗のアー

スをとること。

3.アースの取付が緩んだり離脱しないように

注立を払うこと。このためには接地型3極プ

ラグを使用することもよい。

4.車互い感電など異状があったら我慢して使は

ずにすぐ修理を頼むこと。 以上

（筆者 ・主u司法人日本電気協会調査部長〉

4
・

.-......_ .. ~ .......一～，o夜，眠っているときの地震はあま
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したがいプロパン災害も増加しているので，その取

扱いにおける注意事項等につき判りやすく詐き下し

てもらった。これだけの事柄は守ってもらいたい0

0家庭電気器具類の取扱いは，主婦にとってゆるが

せにできないもの。大事な家庭を災害から守るため

に知っておくべき現代人の知識である。 。春先の

火事は多いとか，それは心掛けによって左右される

性質を多分に持っていることを銘記したい。
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{ 注 「防火検査便覧」 「職業危険ハンドブック」以外のものは少部数の申込には無償で提供する ) 
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